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　　事業終了のご挨拶

長崎大学病院長

河　野　　　茂
　平成 20年度に採択されました、文部科学省による「大学病院間の相互連携による
優れた専門医等の養成」事業〈出島発、肥前の国専門医養成プログラム〉も、４年半
を経過し計画とおり無事最終年度を終了したことをご報告申し上げます。
　歴史的にも関連深い長崎・佐賀両県の大学病院は、その関連医療機関を含め緊密に
連携し、さらに他県の７つの大学病院とも協力し、質の高い専門医や臨床研究者の育
成に取り組んで参りました。お陰さまで、長崎・佐賀両大学病院ともに、予想以上の
成果を上げられたものと思っております。
　現在、地域医療の過疎化は全国的に問題となっておりますが、当事業の成果を生か
し、今後とも引き続き、より地域性・国際性豊かな人材の育成に取り組んで参りたい
と思っております。

長崎大学病院　医療教育開発センター　教授

浜　田 　久　之
　平成 20年 10月より始まりました「大学病院間の相互連携による優れた専門医等
の養成」事業は、無事に最終年度を迎えることとなりました。本事業にみなさまの多
大なるご協力を賜りありがとうございました。
　当事業の開始により、これまで整備されていなかった後期研修のコースを構築し、
専門医資格取得者も年々増えてまいりました。また、佐賀大学医学部附属病院をはじ
め複数の大学と連携し、お互いの得意分野による相互補完を図り人事交流も進めるこ
とができました。
　このように、若手医師へ多様なキャリアパスを明確に出来たことはとても有益で
あったかと思っております。
　引き続き、日本一の教育病院を目指し、若手医師の育成に力を入れていきたいと
思っておりますので、今後ともご指導の程何卒よろしくお願い申し上げます。
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佐賀大学医学部附属病院長

宮　﨑　耕　治
　幕末期、医学、医術を含め、近代文明は長崎の出島から入り、日本を席捲しました。
肥前国は佐賀県と壱岐、対馬を除く長崎県であり、国府は佐賀市にありました。まさ
に医学は西から入ってきたのです。したがって、医学や医術を学ぶ志を立てた若者は
こぞって長崎へ留学し、国元へ戻ってこれをひろめたのです。当時医師にとって、人
体への興味は渇きにも近く、難解な蘭書を解読し、より正確な人体解剖を求め、腑分
けを行ってまで識ろうとします。一方、現代は情報が溢れ、インターネットで必要な
知識がいつでも得られ、さらには生体内部の画像ですら可視化され、もはや、この情
熱を期待することは無理かも知れませんが、近代医学発祥になぞらえたこのプログラ
ムの後、長崎も佐賀も研修医の残留率は少し改善しました。
　若手医師が、蘭学事始め時代の肥前の国における医師養成の労苦に思いを馳せ、偉
大な先人達の功績を矜持とするこのプログラムの意義は大きかったと考えています。
趣旨の伝播と発展を期待致します。

佐賀大学医学部附属病院　卒後臨床研修センター　教育指導准教授

吉　田　和　代
　私ごとにはなりますが、私が循環器科医としてスタートを切った 20数年前にご指
導いただいた先生方は長崎大学の医局ご出身の先生方でした。それから長い年月が流
れ、新設だった佐賀大学医学部ならびに附属病院もすっかり地域に密着した医学部・
病院として確立した平成 20年にこのプログラムがスタートしました。
　その当時には逆に複数の大学がどのように協同して専門医育成にあたっていくこ
とができるのかという不安も多少ありましたが、５年間同事業を担当してきて専門研
修医の先生の交流のみならず、指導医として私自身も合同セミナーで長崎大学の先生
方のご指導をさせていただいたり、情報交換を行うなど、少しずつ様々な形で大学病
院間連携も可能であったと感慨深く思います。
　この事業が始まって５年、真の成果はこれから専門医を受験し合格する先生方が出
てこられることによってより明らかになってくるかと思いますが、登録者の先生方に
は事業開始前に比し、最短期間での専門医受験に向けて修練と準備を行うという意識
の高まりは明らかにみられてきたと感じております。
　最後にまた私ごとでありますが、この５年間、偶然にも私は佐賀－長崎県境の 2
都市に居住し、佐賀大学出身の先生方と長崎大学出身の先生方がともに診療されて
いる場をみてまいりました。今後とも両大学が連携していくことの重要性を実感しつ
つ、ご挨拶に代えさせていただきます。
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　　事 　 業 　 目 　 的
　歴史的に関連深い長崎・佐賀両県の大学病院（長崎大学病院・佐賀大学病院）は、その関連医療機関
を含め、緊密に連携する。さらに全国の連携大学病院と協力し、相互の優れた点を活かした専門医育成
を行い、西九州地域への専門医の定着を図る。若手医師にとって魅力ある専門医コースやキャリアパス
を明確に示し、専門医資格取得の支援を行う。全ての専門医の研修状況を把握し、目標達成に向けて、
関連部署の協力の下、人材の適正配置を考慮した循環を行い、地域医療の重要性を認識した質の高い専
門医や臨床研究者の育成を目指す。長崎大学が従来から取組んでいる卒前・卒後の離島・へき地医療教
育や感染症教育、国際医療を組み入れることで、より地域性・国際性豊かな、また、感染症医療に長け
た人材の育成が期待される。さらに、女性医師のキャリアを正確に把握し、女性医師の復職を支援し、
地域医療の充実に繋げる。
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　　事 　 業 　 成 　 果
（１）専門医育成に関して
　１）後期研修プログラムの構築をした。
　　【長崎】‌�これまで整備されてなかった後期研修プログラム 60コースを構築し、コース登録者数

564人を得た。
　　【佐賀】‌�これまで整備されてなかった後期研修プログラム 21コースを構築し、コース登録者数

141人を得た。

　２）専門医合格者を把握した。
　　【長崎】平成 21年度から平成 24年度 10月現在で、328名の専門医合格者を得た。
　　【佐賀】平成 21年度から平成 24年度 10月現在で、74名の専門医合格者を得た。

　３）大学間交流研修を開始した。
　　【長崎】これまで、ほとんどなかった大学間交流を短期 51名、長期（3ヶ月以上）2名行った。
　　【佐賀】これまで、ほとんどなかった大学間交流を短期 14名、長期（3ヶ月以上）1名行った。

　４）後期研修医数の低迷に歯止めをかけている。
　　【長崎】‌�平成 17年の初期研修医採用者は 69名だったが、2年後の平成 19年の入局時点では 66

名と減少した。しかし、当室開室の平成 20年は、平成 18年の初期研修医採用者は 53
名であったにも関わらず、入局者が 68名と増加した。また、中途入局者も年々増加傾向
にある。

　　【佐賀】‌�初期研修修了者の入局率は、平成 19年に 6割に落ち込んだが、当室開室後、平成 22年
以降は約 9割が大学に入局するまでに回復した。学外研修修了者の入局や、中途入局に
ついても把握できるようになってきている。

（２) 初期研修に関して
　１）マッチング者数の増加
　　【長崎】事業開始後、4年連続マッチング数が上昇傾向にある。
　　　　　　Ｈ20年38人→Ｈ21年40人→Ｈ22年51人→Ｈ23年53人→Ｈ24年56人→Ｈ25年55人
　　【佐賀】平成 23年度のみマッチング数が減少したが、ほぼ安定した数を保っている。
　　　　　　Ｈ20年44人→Ｈ21年44人→Ｈ22年44人→Ｈ23年25人→Ｈ24年37人→Ｈ25年48人

（３）指導医に関して
　１）指導医講習会受講者数が増加している。
　　【長崎】‌�平成 19年度の受講者数は 19名だったのに対し、平成 23年度は 27名に増加した。
　　　　　　また、平成 24年度は 3回開催し、受講者数は 126名となった。
　　　　　　�なお、指導医全体の受講率は、平成 19年度は 13％だったが平成 24年度には約 45％へ

と上昇した。
　　【佐賀】‌�佐賀県臨床運営協議会主催の指導医講習会を年１回開催しており、当院からはそれぞれ平

成 19年度 10名、平成 20年度 17名、平成 21年度 12名、平成 22年度 19名、平成
23年度 16名と毎年コンスタントに受講している。平成24年度も 19名が受講予定とな
っている。

　　　　　　�また、平成 24年度指導医講習会では、連携活動の一環として、長崎大学からの講演も予
定している。
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（４）その他
　１）新規教育事業
　　【長崎】シミュレーションセンターを開設した。
　　　　　　平成 21年 2月に開設し、現在は 63種類のシミュレーターを所有している。
　　　　　　専任の看護師が配属されてからは、更に利用者数が増加している。
　　　　　　（H21年度2,105名→H22年度3,072名→H23年度4,360名→H24年度（12月現在）3,343名）
　　【佐賀】卒後臨床研修センター内にシミュレーションセンターを開設した。
　　　　　　平成 21年 10月に開設し、現在は 35種類のシミュレーターをセンターで所有している。
　　　　　　（佐賀大学では医学部にもスキルラボ有り）。
　　　　　　�医学生、初期臨床研修医、専門研修医の他、看護師、薬剤師等、職種問わず利用できるよ

うにしている。地域の医療機関等への貸出も行っている。
　　　　　　�また、最大 80名収容のセミナー室も設けており、各種セミナーや研修などに活用され、

利用者数は増加している。
　　　　　　（H21年度1,068名→H22年度2,334名→H23年度2,874名→H24年度（12月現在）2,323名）

　２）研修医のための実力アップセミナーを開催した。
　　【合同】年 5回程度当室主催で開催した。
　　　　　　�参加者数は平成 21年度延べ 183名、平成 23年度は延べ 212名と増加し、これまでの

参加者は、平成 24年 12月現在 700名を超える予定である。

　３）出張セミナー（健康保険諫早総合病院 マッチ者数上昇との関係）を開催した。
　　【長崎】‌�平成 21 年度より、センター教員等が直接健康保険諫早総合病院に赴き、年 5回程度手

技等の指導を行った結果、平成 20年度 25%であったマッチング率が、平成 23年度は
100%となった。

　４）キッズセミナーを開催した。
　　【長崎】‌�平成 21年度より、小・中学生を対象としたキッズセミナーを年 1回開催し、年間約 50

名に対し医師及び医療職に興味をもってもらうべく、啓発活動を行っている。
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（５）申請時の到達目標
　１）募集人員総数は 182名で、長崎大学医学部卒業予定者総数を越える→達成
　２）‌�コース間で定数に偏りの少ないものに設定しているが、専門研修医の進路希望は年々異なり、専

門研修医の希望に沿った形で柔軟に対応する。→達成
　３）‌�他連携大学はさらに他大学の協力病院となっているため、プログラム参加者総数の目標を長崎大

学卒業者の半数の約 50名とする。→達成
　４）資格取得を目指す専門研修医の約 8割が一定期間内に専門医資格を取得することを目標とする。
　　　→�平成 25 年 1 月には長崎大学 35％（延べ 343 人 / 延べ 982 人中）、佐賀大学 35％（延べ

422人 /延べ 1207人中）となり現在進行中

【コース数推移】

【コース数推移】
　長崎大学

　佐賀大学

【専門医修得者数推移】　詳細は 48ページへ掲載　　　　H24.10 現在

21年度 22年度 23年度 24年度
新　　　規 338 98 61 67
コース修了 70 80 94 ―
卒　　　業 22 25 33 ―
退　職　等 8 8 10 ―
実　　　数 338 406 434 458
総　　　数 338 436 497 564

21 年度 22年度 23年度 24年度
新規登録者 88 18 19 16
コース修了者 8 7 3 ―
取得修了者 6 6 0 ―
対 局 者 等 1 4 0 ―
実　　　数 88 99 108 124
延　人　数 88 106 125 141

21 年度 22年度 23年度 24年度
長 崎 大 学 90 94 103 41
佐 賀 大 学 15 20 19 20

20 年度 21年度 22年度 23年度 24年度
長 崎 大 学 43 57 59 60 60
佐 賀 大 学 ― 21 21 21 21
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（６）大学間交流研修
　１）連携大学交流実績（Ｈ 24.12 現在）
　長崎大学

　佐賀大学

連携大学名 診　療　科 交流者数
Ｈ 21年度 Ｈ 22年度 Ｈ 23年度 Ｈ24年度（予定）

佐賀大学 全診療科

形成外科 2 形成外科 2 形成外科 1 形成外科 1
放射線科 1 産婦人科 1 産婦人科 1 　 　
総合診療科 1 　 　 　 　 　 　
産婦人科 1 　 　 　 　 　 　

九州大学 第二内科 　 4 6 4

日本医科大学 循環器内科、熱
研内科 1 　

　
岡山大学 第一内科

久留米大学 第一内科、消化
器内科 2 4 5

神戸大学 熱研内科 　 2
富山大学 産科婦人科 3 　 1
琉球大学 第二内科 4 2 3 4

合　　　計 15 13 17 11

連携大学名 診　療　科 交流者数
Ｈ 21年度 Ｈ 22年度 Ｈ 23年度 Ｈ24年度（予定）

長崎大学 全診療科

形成外科 4 移植・消化
器外科 2 形成外科 1 　 　

移植・消化
器外科 1 放射線科 2 産婦人科 1 　 　

　 　 産科婦人科 1 　 　 　 　
　 　 耳鼻咽喉科 1 　 　 　 　
　 　 総合診療部 1 　 　 　 　

合　　　計 5 7 2

産科婦人科 宮田早織先生
佐賀大学→長崎大学
Ｈ 24 年２月６日～ 10 日

産科婦人科 村上直子先生
長崎大学→佐賀大学
Ｈ 24 年２月 13 日～ 17 日
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　２）交流研修報告

　交流者名　北村 峰昭
　診 療 科　腎臓内科
　交 流 先　神戸大学医学部附属病院
　交流期間　平成 24年 10月 1日～平成 25年 3月 27日

　　10月 1日から神戸大学腎臓内科にて腎病理を中心とした勉強をしております。
　�　西愼一教授自ら超多忙にもかかわらず早朝に時間を作っていただき、マンツーマンでご指導をいた
だいています。

　�　現在のトレーニングの方法は大変ユニークで、患者背景がわからない状況で組織の観察をするとい
うものです。問題となっている疾患は何か、合併症はどのようなものがあるのか、年齢はどうか。

　　疾患名はともかく、合併症や年齢を病理組織から読み取ることなど不可能としか思えませんでした。
　�　日々西教授から様々なポイントを教えていただき、最近は予想することがとても楽しくなってきま
した。

　�　また、腎病理を勉強することで腎臓病の病態に対する理解が深まってきた感じがあります。消化不
良のため断片的だった知識が少しずつ有機的に結びついてきたような気がします。

　�　神戸大学では腎専門の病理医の原先生が月に 2回所見会を開催して下さります。詳しく説明して
いただいた上に、質問にも親切に答えていただきます。また腎病理を詳しく勉強してこられた開業医
の阿部先生が週２回来院されるので、基本的なことを含めて教えていただいています。さらに院外で
の腎病理関係の研究会も大変充実しています。病理組織に強い腎臓内科医が医局にはたくさんいて、
腎生検の後に自分たちで組織をしっかり観察して、患者さん個々の治療方針に反映させていくという
過程は大変勉強になっています。腎病理に限らず、臨床面、研究面でいつも熱心なディスカッション
が行われており、毎日大変刺激を受けております。

　�　神戸は港町であるためか、私のような外部からの人間にも大変やさしく親切です。大学病院の雰囲
気も何か長崎大学と似ている感じがします。

　�　今回このような機会を与えていただき、両大学の関係者の方々に大変感謝します。これからも研修
を頑張って、大きなお土産を持って長崎に帰ってきたいと思います。
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（７）その他
　【長崎】
　　１）労働環境改善
　　①医師の雑用問題を解決した。
　　　�　平成 21年度に医師へアンケート調査を行い、85項目の要求を吸い上げ、夜間メッセンジャー

の導入、持参薬の管理など 18項目をすぐにそれぞれの担当へ移譲し、他 20項目については 1
年間で移譲した。

　　　�　1年後、再度医師へアンケート調査を行ったところ、70％の医師が働きやすくなったと評価
した。

　　②女性医師復職支援をした。（時短就労・相談会）
　　　�　個別相談会を開催し、産休・育休により長期休暇をとり復職について抱えている問題を解決し

2名を復職へ導いた。
　　　　また、平成 20年 4月よりメディカルワークライフバランスセンターが開設された。

　　③診療実務代表者会議を構築した。
　　　　医局間の縦横の連携をとるために医局長等会議を平成 22年 6月に復活させた。
　　　　復活させたことにより、病院の運営や職員の待遇改善について話し合いが行われてきた。
　　　　その後医局長等会議を正式に診療実務代表者会議と改め病院組織へ構築された。

　　２）広報
　　①県外広報対象者リストアップ
　　　�　長崎県内進学高校の過去 10年間の医学部進学者、長崎大学医学部OB、長崎県医師会会員の

3,493 名へアンケートを行った結果、440名を広報対象者としてリストアップすることができた。

　　②キャリアの軌跡　発刊数
　　　�　平成 20年 12月より、1～ 2ヶ月に 1回の割合でミニコミ紙「キャリアの軌跡」を作成し、

38号（号外を含む）までを発行した。

　　③キャリアの軌跡　発送数
　　　�　県内外の医学部4年生～研修医2年次までの約350名に対して、ミニコミ紙「キャリアの軌跡」

やさまざまな情報などを随時送付し、開設から現在までに延べ 11,906 通を送付した。 

　　④ホームページ、ブログ　アクセス数
　　　�　ホームページの年間アクセス数は、平成 21年度 19,803 件から平成 23年度 39,532 件に増

加しブログは、平成 21年度 44,545 件から平成 23年度 89,051 件にそれぞれアクセス数が約
2倍へ増加した。　
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　　事 　 業 　 評 　 価
（１）文部科学省による評価
　　　�「大学病院間の相互連携による優れた専門医等の養成」の中間評価（平成 23年 2月 24日発表）
　　　において、Ａ判定を取得。

　１）評価点
　○�専門医養成を、医局単位から病院長下の専門部署の担当とした。小規模ながら大学内の医局の壁を

取る意識改革への取組が進んでいる。本事業の趣旨に添って前向きに取り組んでいる。
　○�研修医、指導医を含め、大学間の相互連携に努力している。連携大学との相互補完的乗り入れが実

質化しており、その成果は評価できる。大学連携の具体的な成果がみられる。
　○コーディネーターも積極的に活動し、十分に機能している。
　○大学病院のマッチング数、後期研修医数、関連病院への短期研修者が増加した。
　○総合診療医養成コースが機能している点では評価できる。
　○�地域の特性を生かして事業を進めている。離島や地域医療に対する危機感を認識し、学内でのコン

センサスも得られている。
　○修練医の意識調査や病院側のアンケートを行い、修練医の環境改善を図っている。
　○�本プログラムの事業を検討する「肥前の国協議会」に、行政の長崎県、佐賀県が参加している。また、 

長崎県で研修教育の充実を目指して、長崎大学と全ての教育基幹病院が協議会（新・鳴滝塾）を作
り、長崎県も参加している。行政が加わっている点は特色があり、評価したい。

　○�ホームページが非常に充実しており、何をやりたいか、どういうことをやったかというのがよくわ
かる。

　○�長崎大学中心の計画という問題はあるが、大学連携、地域連携を柱にした成果が上がっていると考
えられる。

　２）指摘事項、その後の改善
　●長崎大学のモデルを他大学がどう活用しようとしているか不明瞭。
　　→�他大学が、長崎大学のモデルをどのように活用するかについて、アンケートや聞き取りで再度調

査を行う。各大学のニーズに沿った連携を深めていき、連携による研修者数を年間 10名以上の
目標とする。改善済み

　●�本コースと基礎研究者養成コースの位置づけが明らかでない。このポイントへの養成数が 2名（研
修コースの全体の受入れ数が 19年度 95名から 21年度 164名に増加）であるのは改善の必要が
あると思われる。

　　→現時点においても、既に臨床系のコースに登録した者が、基礎系の大学院へ進学する場合がある。
　　　�この場合は、コースの 2重登録ができないために表に数字が出てこない。このような実態を把

握することから開始する。さらに、基礎研究者コースへの登録者を増やす広報活動を各医局や研
修医へ年に 1回以上行う。改善済み

　●研究者養成プログラムについては片手落ちの感が強い。
　　→�平成 24年度より初期研修開始と同時に大学院へ進学するアカデミックプログラム（5名程度）

が開設される予定である。アカデミックプログラム終了後（初期研修終了後）より本プログラム
の研修者養成コースへ移行させる長期的な研究者養成計画を立案している。改善済み

　●内科の総合診療能力の育成のプログラムが十分でないと記載しているが、一層の充実が求められる。
　　→�総合診療能力に長けた講師を招いてのセミナーを 2回以上主催し、若手医師の総合診療能力の

向上を目指す。改善済み
　●毎年、恒久的にフォーラムは実施すべきであろう。（平成 21年度：2回、平成 22年度：0回）
　　→�平成 23年は、地域住民や地域の子供たちへ向けた本事業を説明するフォーラムを 1回以上開催

する予定で年間行事に計画している。改善済み
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（２）出島発肥前の国高度医療人養成協議会による評価　　
　１）最終協議会議事録
　　　第６回肥前の国高度医療人養成協議会議事要旨
　　　１．日　時：　平成 25年１月 17日（木）15：00～ 15：40
　　　２．場　所：　長崎大学病院 シミュレーションセンター
　　　３．議　事：
　　　　議題１　５年間の報告について
　　　　（１）長崎大学
　　　　　�　小畑委員より５年間の長崎大学の活動実績について、事業最終報告書にもとづき説明が

あった。
　　　　（２）佐賀大学
　　　　　　吉田委員より５年間の佐賀大学の活動実績について、事業報告書にもとづき説明があった。
　　　　（３）質疑応答および今後の継続事業について
　　　　　�　浜田委員より事業最終報告書にもとづき、当事業申請時の目標到達度、大学間交流研修の

実績について説明があった。
　　　　　�　今後の事業継続については、長崎大学は浜田委員より地域医療再生基金を使用して殆どの

事業を引き続き継続すること、佐賀大学は吉田委員より合同のセミナーや大学間交流研修の
調整を引き続き継続することで説明があった。また、今後も長崎・佐賀合同で、研修医向け
セミナーや各診療科の交流は継続することとなった。

　　　　　�　引き続き、浜田委員より最終年度シンポジウムでまとめられた事業提言について報告書に
基づき説明があった。

　　　　　�　宮崎委員より、長崎大学コース登録者 328名は、長崎に定着しているかと質問があった。
これに対し、浜田委員より殆どの方が定着している旨の説明があった。

　２）今後の事業継続体制
　【長崎大学】
　　医療教育開発センターにて事業継続
　【佐賀大学】
　　研修医向けセミナー、診療科間の交流に関する調整を卒後臨床研修センターが担当する

　３）今後の事業の継続について
　　①心電図道場などの研修医向けセミナー
　　②各科の交流は、各科診療科にて継続
　　③各大学にて後期研修コース登録事業
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　　事業提言（最終年度シンポジウム 平成 24 年 7 月 6 日開催）

提言（１）大学に所属しない医師が大学で研修できるプログラムを開発することを促進
　
　地域の医療機関で研修している初期研修医および後期研修医が、大学病院で短期または長期に研修で
きる枠組みを作るためのプログラム開発を文部科学省により促進する。
　大学で初期研修を受ける者は、半数以下となっている。さらに、大学への帰学率も地方では50%を切っ    
ている。
　つまり、大学で幅広い総合的な臨床能力を基盤とした高度医療や先端的な研究を体験することのない
医師が増えてきている。そこで、学生・初期研修医・専門研修医の各々のキャリアステージにおいて、
継続性をもって研修できるプログラムを大学病院がコアとなり大学病院と市中病院の連携により開発し
促進する。
　また、大学病院外の研修病院での専門研修医も対象とし、研究に参加する機会を広く展開する。
　そのためには、大学間交流を含めてコーディネイトする教員、事務職員の人件費、研修医の旅費等は
継続して支援をお願いしたい。

提言（２）地域の特性を踏まえた県単位や医療圏単位の医師育成システムの促進
　
　文部科学省が、何らかの新規補助事業を実施する場合は、地域に貢献できる医師の養成を目的とし、
多様なゴールを設定した教育システムを、大学が中心となってデザインできるよう、事業の評価尺度も
含めてある程度柔軟なものにしていただきたい。
　地域により様々な医療事情や医療施設間の連携があるため、画一的な教育プログラムでは、対応でき
ない場合も多い。これは提言（１）とも関連があるが、大学を中心に地域や医療圏を考慮した医師育成
プログラムの促進を援助する必要性がある。

提言（３）地域における医学生教育から研修医教育、さらに専門教育へつながるプログラム開発の促進

　地域における医学生教育から専門医教育まで一貫して連続性がある教育プログラムは、大学と関連教
育病院で構築すべきものである。それにより医学生へキャリアパスを示すことができ、関連教育病院の
役割も明確化される。地域枠の医学生のみならず一般医学生に対しても魅力あるキャリアパスを提示し
なければならない。専門研修に関しては、本ＧＰで整備されたが、学部から専門研修へつながるプログ
ラム開発や教育システム開発を促進する必要がある。

提言（４）本ＧＰ事業における大学間の連携による専門医育成事業の継続

　本ＧＰにおける大学間の相互補完的教育による専門医育成事業は、すでに定着している。
　また、本格的な事業の効果は、コース登録者が専門医資格を取得できる平成 25年度以降に現れるこ
とが予測される。
　また、この事業の経験や専門医育成システムを生かし連携大学間の大学院プログラムとの連携、また
は国際交流を行うことにより、研究に造詣の深い若手医師の育成となり、本邦の医療の質のさらなる向
上が期待できる。
　本事業に係る教育担当教員が、5年間行った役割を各病院が十分に継続させるためにも、連携による
専門医育成事業に対する何らかの文部科学省からのサポートの継続を期待する。
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　　５年間の実績資料
（１）コース毎の登録者推移
　【長崎大学】

　 コース名 21年度
登録者数

22年度
登録者数

23年度
登録者数

24年度
登録者数

1 認定内科医養成コース 70 76 75 75
2 膠原病リウマチ専門医養成コース 2 2 1 2
3 内分泌代謝科専門医養成コース 3 7 8 6
4 神経内科専門医養成コース 2 2 6 6
5 肝臓内科専門医養成コース 3 4 4 2
6 消化器専門医・消化器内視鏡専門医養成コース 6 8 11 17
7 気管支喘息・呼吸器アレルギー専門医養成コース 1 1 0 1
8 腎臓専門医・透析専門医養成コース 3 4 4 8
9 呼吸器専門医・呼吸器内視鏡専門医養成コース 8 9 18 19

10 感染症専門医養成コース 3 8 7 6
11 総合内科専門医養成コース 7 11 13 11
12 循環器専門医養成コース 3 4 6 8
13 老年病専門医養成コース 0 0 0 1
14 総合医養成コース 0 2 1 3
15 血液内科専門医養成コース 2 2 2 3
16 国際医療、感染症専門医養成コース 1 4 6 8
17 外科専門医養成コース 41 48 47 44
18 移植内科専門医養成コース 0 0 0 0
19 移植外科専門医養成コース 0 0 0 0
20 肝胆膵外科専門医養成コース 0 0 0 1
21 小児外科専門医養成コース 0 3 3 4
22 消化器外科専門医養成コース 2 8 9 14
23 乳腺外科専門医養成コース 2 1 3 2
24 外科専門医・心臓血管外科専門医養成コース 9 7 7 5
25 小児科専門医養成コース 6 10 16 17
26 放射線科専門医養成コース 7 10 11 10
27 産婦人科専門医養成コース 13 14 11 12
28 認定医・標榜医コース 15 16 15 10
29 麻酔科専門医養成コース 4 9 12 15
30 集中治療専門医養成コース 1 3 4 5
31 日本ペインクリニック学会認定医養成コース 0 1 1 1
32 救急科認定医養成コース 1 2 2 3
33 精神保健指定医・精神科専門医養成コース 8 8 7 11
34 整形外科専門医養成コース 26 25 24 24
35 日整会認定リウマチ医養成コース 0 1 1 1
36 日整会認定脊椎脊髄医養成コース 0 1 1 1
37 脊椎脊髄内視鏡認定医養成コース 0 0 0 0
38 皮膚科専門医養成コース 20 20 19 12
39 泌尿器科専門医養成コース 2 1 0 1
40 眼科専門医養成コース 8 13 13 13
41 耳鼻咽喉科専門医養成コース 5 6 5 7
42 脳神経外科専門医養成コース 7 7 6 5
43 形成外科専門医養成コース 22 19 19 15



15

五
年
間
の
実
績
資
料

6

　 コース名 21年度
登録者数

22年度
登録者数

23年度
登録者数

24年度
登録者数

44 こどもの心の診療医養成コース 0 1 1 1
45 生活習慣病専門医コース 0 0 0 2
46 母胎・胎児専門医養成コース 1 2 3 4
47 生殖医療専門医（指導医）養成コース 3 3 4 4
48 婦人科腫瘍専門医養成コース 5 4 3 2
49 産婦人科内視鏡学会技術認定医養成コース 5 3 4 6
50 超音波専門医養成コース 7 7 7 8
51 臨床遺伝専門医養成コース 0 0 0 1
52 呼吸器外科専門医養成コース 0 2 3 5
53 内視鏡外科専門医養成コース 0 1 2 2
54 大腸肛門病専門医養成コース 0 0 0 0
55 がん薬物療法専門医養成コース 3 4 4 7
56 地域総合医養成コース 0 0 0 1
57 基礎研究者養成コース 1 2 2 2
58 臨床検査専門医養成コース - - 0 0
59 輸血・細胞治療専門医養成コース - - 0 0
60 病理専門医養成コース - - 3 2
　 未定 - - - 2

合　　計 338 406 434 458
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　【佐賀大学】

　 コース名 21年度
登録者数

22年度
登録者数

23年度
登録者数

24年度
登録者数

1 神経内科専門医（肥前の国型） 2 5 8 9
2 脳卒中専門医コース（肥前の国型） 0 0 0 0
3 呼吸器専門医コース（肥前の国型） 6 8 9 10
4 呼吸器臨床研究コース（肥前の国型） 0 0 0 0
5 循環器科総合臨床コース（肥前の国型） 16 17 21 22
6 循環器臨床・研究コース（肥前の国型） 2 2 1 1
7 不整脈コース（肥前の国型） 0 0 0 0
8 肝専門医・移植コース（肥前の国型） 0 0 0 0
9 肝臓専門医コース（肥前の国型） 8 12 15 21

10 形成外科臨床コース（肥前の国型） 5 6 5 6
11 形成外科臨床・大学院コース（肥前の国型） 1 1 1 1
12 小児科総合医コース（肥前の国型） 17 14 13 19
13 小児科アレルギー専門医コース（肥前の国型） 0 2 3 3
14 周産期医療コース（肥前の国型） 5 6 8 8
15 生殖医療コース（肥前の国型） 3 3 3 3
16 婦人科腫瘍コース（肥前の国型） 2 2 4 4
17 耳鼻咽喉科専門医コース（肥前の国型） 4 3 3 3
18 放射線科専門医養成総合コース（肥前の国型） 4 4 4 1
19 放射線科診断専門医養成コース（肥前の国型） 0 0 0 2
20 放射線科治療専門医養成コース（肥前の国型） 0 0 0 1
21 総合診療コース（肥前の国型） 13 14 10 10

合　　計 88 99 108 124
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（２）シミュレーションセンター開設
　１）利用者数　推移
　【長崎大学】
　�　平成21年4月にシミュレーションセンターを開設。平成22年7月より、救急専用のシミュレーショ
ン室を含む 3部屋に拡大し、研修医室横にシミュレーションセンターとして移設した。当初 27種類
だったシミュレーターも、現在は 63種類に増え、医師、医学生、看護師等、毎月多くの方が利用し
ている。また、シミュレーションセンター専任看護師が 1名採用になり、救急専門コースを開設す
るなど、利用者数も増加している。

　【佐賀大学】
　�　平成 21年 10月より、建物を移動し、スキルステーションが新しくなった。初期研修医のみなら
ず専門研修医や看護スタッフ、臨床実習中の学生等の教育にも利用しており、利用者数も増加している。

※平成 24年度は 11月末現在の利用者数

利用者数（長崎大学）
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　２）シミュレーター　一覧
　【長崎大学】

種類 品名

基本

1 心臓病診察シミュレーター　イチロー
2 呼吸音聴診シミュレーター　ラング
3 気胸トレーナー（レールダル）
4 腰椎・硬膜外穿刺シミュレーター　ルンバールくん 
5 小児腰椎穿刺シミュレータⅡ　小児ルンバール
6 胸部ドレーンシミュレーター
7 経鼻胃管チューブ挿入マネキン 
8 縫合手技評価シミュレーター
9 縫合手技トレーニングセット
10 糸結び手技トレーナー
11 超音波診断ファントム・腹部モデル　ECHOZY 
12 超音波診断ファントムー上腹部病変付モデル ABDFAN
13 直腸診シミュレーター
14 前立腺触診シミュレーター
15 中心静脈挿管シミュレーター
16 乳癌触診モデル
17 眼底診察シミュレーター
18 耳診察トレーナー
19 コードレス聴診教育システム　送信機
20 コードレス聴診教育システム　受信機

救急

21 高機能患者シミュレータ　ECS
22 METI Man
23 DAM（Difficult Airway Management）
24 Resusci Anne
25 ACLS Skillmaster
26 レサシ　ジュニア
27 レサシ　ベビー
28 KOKEN BABY
29 AEDトレーナー
30 Airway Management trainer（気道管理）
31 AIRSIMエアウェイトレーニングシステム
32 胸部外傷トレーナー
33 ミニ気管切開トレーナー
34 ライフモニター
35 除細動器

専門

36 超音波トレーニングシミュレーターウルトラシム
37 ウルトラシムDVD
38 PROMPT分娩トレーナー 
39 アキュタッチ
40 腹腔鏡トレーナー  
41 膝関節鏡シミュレーター
42 肩関節鏡シミュレーター
43 ラップVR
44 アイ・シム基本システム
45 気管支シミュレーター
46 大腸内視鏡トレーニングモデル
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　シミュレーター 一覧
　【長崎大学】

種類 品名

専門
47 消化管内視鏡シミュレーター（Simbionix）
48 胃瘻モデル
49 マーゲンシミュレーター 

看護

50 導尿トレーナー
51 フィジカルアセスメントモデル Physiko 
52 吸引シミュレータ “Qちゃん 
53 摘便シミュレーター
54 CPS（酸素、吸引）

注射

55 CVC穿刺挿入シミュレーター
56 大腿血管穿刺トレーニングモデル
57 バーチャル IVシステム
58 採血静注シミュレーター
59 点滴・採血・静注トレーナー
60 腕総合注射モデル　腕自慢 
61 採血静注シミュレーター シンジョーⅡ 
62 小児の手背静脈シミュレーター
63 動脈採血シミュレーター
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　シミュレーター 一覧
　【佐賀大学】

1 点滴・注射トレーナー
2 採血 ･静注シミュレーター“シンジョー Ⅱ”
3 小児の手背静脈注射シミュレーター
4 動脈採血シミュレーター
5 CVC穿刺挿入シミュレーターⅡ
6 男性導尿・清拭モデル
7 腰椎・硬膜外穿刺シミュレーター “ルンバールくん Ⅱ”
8 PROMPT分娩介助　教育トレーナ
9 乳癌触診モデル（乳房腫癌触診用）
10 レールダル SimMan®シムマン
11 レールダル SimBaby®シムベビー
12 モニター付マニュアル除細動器 ハートスタート XL
13 レサシアンスキルガイドモデル
14 レサシジュニアスキルガイド　リトルジュニア（ソフトケース）
15 ベビーアン（乳児心肺蘇生法トレーニングマネキン）　　
16 新生児蘇生モデル
17 シリコン・レサシテータ　成人、小児、乳児
18 気道管理トレーナー
19 喉頭鏡セット
20 TURP（経尿道的前立腺切除術）トレーナー
21 ポータブル内視鏡手術トレーナー
22 トレーニング用腹腔鏡セット
23 スコープ保持アーム
24 血管吻合練習用実体顕微鏡
25 手術用顕微鏡
26 糸結び手技トレーナー
27 縫合パット
28 手洗いトレーニングボックス　グリッターバグ
29 口腔ケアモデル “セイケツくん”
30 メディカルフットケアモデル　フッティー
31 超音波診断システム
32 超音波診断ファントム─上腹部病変付モデル“ABDFAN”
33 血管内処置シミュレーター“ANGIO Mentor”
34 消化器内視鏡トレーニング用シミュレーター“GI Mentor”
35 リアルタイム投票集計システム 3eAnalyzer　120人まで集計可
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（３）　実力アップセミナー
　実力アップセミナーとは、長崎・佐賀の初期及び後期研修医の技術・知識・態度の向上のために、定
期的に当センター主催で開催されるセミナーで、内容によっては、学生や他職種の人も参加できるよう
にし、大学間のみならず、地域の指導医と院内外の参加者との交流ができた。

　１）　参加者内訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成 24年度は 12月までの実績

年　度 参加者数
平成 21年度 183名
平成 22年度 216名
平成 23年度 212名
平成 24年度 86名
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参加者内訳（平成 23年 11月～平成 24年 12月）

　 実施日 内容 定員 応募
者数

出席
者数 参加者内訳 勤務先内訳 満足度

(5点満点 )

第
14
回

H24. 1.23 身体
診察 20人 13人 10人

卒後 3年目以上 　 長崎大学病院 10人
5点：60%
4点：40%研修医（2年）

研修医（1年） 10人

第
15
回

H24. 2.10 漢方 40人 28人 28人

卒後 3年目以上 12人 長崎大学病院 27人

5点：46%
4点：42%
3点：12%

研修医（2年） 上戸町病院 1人
研修医（1年） 6人
歯科医師 1人
看護師 1人
薬剤師 8人

第
16
回

H24. 5. 3 心電図
道場 40人 50人 47人

卒後 3年目以上 長崎大学病院 34人
5点：47%
4点：50%
3点：  3%

研修医（2年） 6人 長崎市民病院 1人
研修医（1年） 41人 長崎市民病院（上戸町） 1人

健康保険諫早総合病院 10人
佐世保市立総合病院 1人

第
17
回

H24. 9.26 栄養
管理 40人 18人 21人

卒後 3年目以上 1人 長崎大学病院 19人 5点：25%
4点：63%
3点：12%

研修医（2年） 7人 健康保険諫早総合病院 2人
研修医（1年） 13人 五島中央病院 1人

第
18
回

H24.12. 6 問診 40人 23人 18人
研修医（2年） 4人 長崎大学病院 16人

5点：89%
4点：11%研修医（1年） 14人 健康保険諫早総合病院 1人

五島中央病院 1人

第
19
回

H24. 1.20
（予定） EBM 20人 － －
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　２）　セミナー内容
　第 14 回　長崎・佐賀　若手医師のための実力アップセミナー　～身体診察～　
　　開 催 日 時：平成 24年 1月 23日（月）　18：45～ 21：00
　　開 催 場 所：長崎大学病院　シミュレーションセンター
　　内　　　容：「どこまでやれる？身体診察～血管管理も含めた身体所見のポイント～」
　　特 別 講 師：東京慈恵大医科大学　内科学　准教授　古谷　伸之　先生
　　対　象　者：長崎・佐賀の研修医（定員 20名）
　　参 加 人 数：研修医 10 名（1年次 10名）

　第 15 回　長崎・佐賀　若手医師のための実力アップセミナー　～明日から学べる漢方を今日学ぼう～
　　開 催 日 時：平成 24年 2月 10日（金）　18：45～ 21：00
　　開 催 場 所：長崎大学病院　第 3講義室
　　内　　　容：「科学的視点からみた漢方医学～ Pseudoscience から science へ～」
　　特 別 講 師：医療法人静仁会　静仁会静内病院　院長　井齋　偉矢　先生
　　対　象　者：長崎・佐賀の若手医師、薬剤師、看護師（定員 40名）
　　参 加 人 数：卒後 3年目以上　12名
　　　　　　　　研修医　6名（1年次 6名）
　　　　　　　　歯科医師　1名、看護師　1名、薬剤師　8名

　第 16 回　長崎・佐賀　若手医師のための実力アップセミナー　～心電図道場～　
　　開 催 日 時：平成 24年 5月 3日（祝・木）　13：00～ 17：00
　　開 催 場 所：長崎大学病院　第 4講義室
　　内　　　容：心電図の読み方の講義（実践的基本）
　　　　　　　　個別添削方式心電図道場
　　対　象　者：長崎・佐賀の初期研修医（定員 40名）
　　参 加 人 数：研修医　47名（1年次 41名、2年次 6名）
　　　　　　　　指導医　12名（長崎大学 5名、佐賀大学 1名、その他 6名）
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　第 17 回　長崎・佐賀 若手医師のための実力アップセミナー　～栄養管理～　
　　開 催 日 時：平成 24年 9月 26日（金）　19：00～ 20：30
　　開 催 場 所：長崎大学病院　シミュレーションセンター
　　内　　　容：「研修医の先生のための栄養管理」
　　特 別 講 師：味の素製薬株式会社　九州支社　学術　野村　英一先生
　　座　　　長：長崎大学病院　救命救急センター　助教　泉野　浩生先生
　　対　象　者：長崎・佐賀の研修医（定員 40名）
　　参 加 人 数：研修医　47名（1年次 41名、2年次 6名）、助教　1名

　第 18 回　長崎・佐賀 若手医師のための実力アップセミナー　～問診～　
　　開 催 日 時：平成 24年 12月 6日（木）　18：30～ 20：00
　　開 催 場 所：長崎大学病院　第 3講義室
　　内　　　容：「攻める問診、的を絞った身体所見からの鑑別診断」
　　特 別 講 師：藤田保健衛生大学　総合救急内科　山中　克郎教授
　　対　象　者：長崎・佐賀の研修医（定員 40名）
　　参 加 人 数：研修医　18名（1年次 14名、2年次 4名）
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　３）アンケート集計結果
　�　アンケートには、長崎大学発の教育指導支援システム “iPortfolioMaker” を使用し、受講者に携帯
電話で回答してもらうようにしている。アンケートを実施することで、受講者の満足度や、セミナー
の改善点が把握でき、さらには、各指導医の指導体制が評価され、今後の指導体制をさらに良いもの
にできる。

　※ �iPortfolioMaker とは、前もってアンケートのひな形を作成し、受講者を登録しておくことにより、
パソコンや携帯を使用して、簡単にアンケートに回答・集計ができるシステム。

アンケート回答後に、クリックするだけで集計可能

アンケート集計の一部

一人一人にチケットを
お配りしています。

携帯のバーコードリーダー
を起動してください。

バーコードリーダーでコー
ドを読み取ってください。

［14］10．全体を通しての総合点を５点満点で採点して下さい。［択一選択式］
回答数：24
　選択肢　　　選択数　　　選択率
　１．１点　　　　 0　　　　 0％
　２．２点　　　　 1　　　　 4.17％
　３．３点　　　　 3　　　　12.50％
　４．４点　　　　 8　　　　33.33％
　５．５点　　　　12　　　　50.00％

［15］11．このようなセミナーに次回も参加したいと思いますか？［択一選択式］
回答数：24
　　　選択肢　　　　　選択数　　　　　選択率
　１．参加したい　　　　　24　　　　 100％
　２．参加したくない　　　 0　　　　　　 0％
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質問内容 回答率（％）
第 14回 第 15回 第 16回 第 17回 第 18回

１．現在の学年

初期 1年次 100 23 92 69 10
初期 2年次 - - 8 31 5
それ以上 - 38 - - -
医学生 - - - - -
その他 - 39 - - -

２．性別 男 38 46 22 69 9
女 62 54 16 31 6

３～６　講師について

３．配布された資料はよ
くまとめられており、わ
かりやすかった

期待以上 50 27 47 25 20
期待どおり 50 73 50 75 20
期待はずれ - - - - -
コメントできない - - 3 - 60

４．講師の説明は明確で
わかりやすかった

期待以上 50 38 50 38 73
期待どおり 50 58 50 50 27
期待はずれ - 4 - 6 -
コメントできない - - - 6 -

５．講師は受講者の話を
よく聞き、興味・試行・
議論・質問を促した

期待以上 38 19 53 38 87
期待どおり 62 73 45 72 13
期待はずれ - - - - -
コメントできない - 8 2 - -

６．講師は資料等をうま
く使っていた

期待以上 38 38 53 31 40
期待どおり 62 62 47 63 40
期待はずれ - - - 7 20
コメントできない - - - - -

７～８　環境について

７．　セミナーは明るく
良い雰囲気だった

期待以上 75 27 63 25 73
期待どおり 25 69 37 75 27
期待はずれ - - - - -
コメントできない - 4 - - -

８．部屋の環境は快適
だった

期待以上 38 15 50 19 67
期待どおり 50 81 47 81 33
期待はずれ 12 - 3 - -
コメントできない - 4 0 - -

９～１１　セミナー全体について

９．セミナーは期待した
とおりの内容だった

期待以上 25 31 18 19 60
期待どおり 75 58 20 75 27
期待はずれ - 4 - 6 0
コメントできない - 7 - - 13

10．全体を通しての総
合点を5点満点で採点し
て下さい。

５点 62 42 47 25 87
４点 38 38 50 62 13
３点 - 12 3 13 -
２点 - - - - -
無回答 - 8 - - -

11．次回も参加したい
と思いますか？

参加したい 100 92 100 100 100
無回答 - 8 - - -
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アンケートで回答いただいたコメントの一例　（第 16回　心電図セミナーより）

今後実施して欲しいセミナー
の内容を教えてください。

セミナーに参加して最も良かった点、
改善すべき点や希望を教えてください。

セミナーに参加して学んだこ
とを教えてください。

輸液に関するセミナー、
心電図セミナーパート 2

単なる講義にとどまらず、実践形式が
とてもよかったと思う。少人数制もよ
く身に付くシステムだと思う。

心電図の読み方

Common disease の診断へ
の流れと治療

丁寧に教えて頂いて勉強になりました。
個人のペースで出来て良かったです。

心電図の基礎が身に付きまし
た。苦手意識が薄れました。

画像診断など 資料として今後も使っていける、読み
方が配られて良かったです。 　

身体所見のとり方～解釈、
エコーなど画像関連

勉強すべきところが見えてきてよかっ
た。正常か異常か判断が難しいものを
中心にもっとやってみたい。

軸の大切さ、ほか読み方を改
めて学習でき、良い機会に
なった。

輸液管理 先生が優しく教えて下さいました。モ
チベーションが上がりました。

心電図の読む順番に慣れ親し
みました。苦手意識が減りま
した。

画像や検査所見の読み方

先生と直接相談しながらできてよかっ
たです。心電図の枚数が多いと感じた
ので、１年目はもう少し症例をしぼっ
てもよかったのではないかと思いまし
た。

心電図の読み方、心電図変化
の生理学

実践方式の輸液講座（PBL 方
式のように）、血液検査のみ
かた講座、胸写のみかた

分からないところを、その場で質問で
きたこと。

少しは目のつけどころ、つみ
たいなものがわかって、今度
からは自分で目を通すように
したいです。

また心電図をお願いします
読み方を流れに沿って教えてもらえた
こと。自分のレベルに合わせて教えて
もらえた。

心電図は慣れていけば面白く
感じるとわかりました。

放射線科画像読影 少人数制というのがとても良かったで
す。

忘れていた事が多かったので
心電図の読む順番など基本的
な事が再確認できて良かった。

いろいろな薬（抗菌薬 etc）
のセミナーなど

心電図に興味を持てたことはよかった
です。読めるようになるにはまだまだ
ほど遠いなぁと感じました。

心電図の考え方の雰囲気を感
じられたと思います。

皮膚科の写真をたくさん見る
会

普段一人ではなかなか勉強できないこ
と心電図に触れられた。 順序立てて読めば読める！

サマリの書き方、エコー講座、
画像読影講座など、スキル
アップ関連をお願いします。

心電図に対して少し食わず嫌い感がな
くなった気がします。

読み方に一定のパターンがあ
ること、そのパターンに則れ
ば必ず読めることがわかって
よかったです。

画像診断基準道場
その場で添削することで理解できてい
ないところを逐一確認し改善できたの
がよかった。

もちろん、1日で心電図を読
めるようにはならないが、心
電図を読む「型」を修得でき
たと思う。ここで学んだ型を
使って心電図の勉強をして行
きたいと思う。

これまでに“心電図道場”を 4年間続けてきた結果、セミナーに参加し、実際に循環器内科に入局
した人の数は、平成 22年度より各年度１名ずつあった。
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　４）佐賀大学主催セミナー
　�　平成 21年 10月より、建物を移動し、スキルステーションが新しくなった。初期研修医のみなら
ず専門研修医や看護スタッフ、臨床実習中の学生等の教育にも利用している。

年度 参加者数
平成 21年度 353名
平成 22年度 565名
平成 23年度 159名
平成 24年度 155名

日付 セミナー等名称 参加人数
H24. 1.24 研修医向けCPC 57
H24. 3. 8 特定共同指導とカルテの書き方 42
H24. 5.16 安全管理研修「輸液ルートとその管理について」 30

H24. 6.22 卒後臨床研修セミナー
「君たちは覚えているか !? 学生時代のめまいの授業を」 7

H24. 7. 2 ACLS 事前学習会 8
H24. 7. 3 ACLS 事前学習会 3
H24. 7. 4 ACLS 事前学習会 4
Ｈ 24. 7.10 AZE　3D画像講習会 26
Ｈ 24. 7.11 AZE　3D画像講習会 32
Ｈ 24.11.20 AZE　3D画像講習会 22
Ｈ 24.11.21 AZE　3D画像講習会 23

３DCT 講習会　Ｈ 24 年 11 月 21 日
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（４）　ホームページ・ブログ　アクセス数
　１） ホームページアクセス数
　　長崎大学 

　※ H23.5 より初期研修部門等のHPと合併し、医療教育開発センターHPとしてリニューアル

　２） ブログアクセス数
　　長崎大学

　※ H24.2 より PCアクセスのみのカウント（モバイルからのアクセス数は含まない）

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度（12月まで）
3,142 19,803 19,994 ※ 39,532 29,302

20 年度 21年度 22年度 23年度 24年度（12月まで）
4,346 44,545 101,649 ※ 89,051 56,360
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（５）　広報
　�　初期・後期研修医にはもちろんのこと、小学生から医学部生と幅広く、当センターの活動を紹介す
るために、さまざまな活動を行っている。

初期・後期臨床研修進路説明会
（H24.5.13）

日本医学教育学会大会にてポスター発表
（Ｈ 24.7.27-28）

レジナビフェア 2012 in  大阪へ参加
（H24.7.4）

e- レジフェア in 福岡へ参加
（H24.9.22）
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【長崎大学】
　１）活動内容
　〈対象：小・中学生〉
　①�キッズセミナー：子供たちが医師という職業に憧れを持って、長崎という地域に愛着を抱いてもら

えるよう、長崎の小・中学生を対象に開催。

　〈対象：高校生・医学生・長崎大学医学部OB〉
　①新たな情報発信先開拓のため、下記対象者へ現況調査アンケートを送付。
　　回答いただいた計544名の内、医学部4年生～研修医2年次の約350名に対し、情報提供を行った。
　　①長崎県全高校の医学部進学者
　　②長崎大学医学部OB
　　③長崎県医師会会員

　②長崎大学オープンキャンパスにおいて、シミュレーション実習を開催した。

　③長崎大学医学部 1年生へ、プロフェッショナリズム・キャリア開発についての講義を行った。

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計
参加人数 65名 43名 47名 49名 204名

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計
参加人数 15名 31名 30名 100名 176名

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計
参加人数 128名 109名 114名 116名 467名

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計

送付数 ① 665件
② 1136件 ③ 1692件 － ① 407件

② 286件 4186件

回答数 ① 188件
② 158件 ③ 94件 － ① 130件

② 32件 544件

平成 21年度　医学部進学者の保護者アンケート結果
該当者数

初期 2年次 初期 1年次 6年生 5年生 4年生
22名 12名 16名 25名 20名

上記該当者より　初期研修マッチ者数
H22年度 H23年度 H24年度

8名 7名 9名
上記該当者より　後期研修マッチ者数

H22年度 H23年度 H24年度
4名 3名 12名

平成 21年度　医学部OBアンケート結果
該当者数

初期 2年次 初期 1年次 6年生 5年生 4年生
2名 8名 6名 5名 7名

上記該当者より　初期研修マッチ者数
H22年度 H23年度 H24年度

3名 0名 3名
上記該当者より　後期研修マッチ者数

H22年度 H23年度 H24年度
1名 2名 3名
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　④カナダの医学生との交流会を実施。

　〈対象：研修医・修練医へ〉
　①各種セミナーやイベント等の情報を送付した。

　②出張実力アップセミナーを実施した。

　〈その他の活動〉
　①長崎県 17病院　初期・後期研修医合同説明会
　�　長崎県臨床研修協議会（新・鳴滝塾）主催の、長崎県 17病院　初期・
後期研修医合同説明会に長崎大学病院の全医局も参加し、県内外の学生・
研修医へ「出島発、肥前の国専門医養成プログラム」を説明。

　【日　　時】平成 24年 3月 4日（日）　11：00～ 16：00
　【場　　所】ANAクラウンプラザホテル長崎　グラバーヒル
　【対　　象】‌�医学部学生、研修医、長崎へUターン・I ターンを考えてい

る医師
　【ブース参加】長崎県内 16研修病院、長崎大学病院 21医局
　【参加者数】76名　（医学部生　51名、研修医　25名）

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計
参加人数 15名 14名 ー 9名 38名

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計
郵送数 20件 31件 31件 19件 101件

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計
開催数 4回 5回 6回 1回 16回

参加者内訳

医学部１年生
１％　　

医学部３年生
１％　　

医学部２年生
１％　　

後期研修１年次
１％　　　

研修医
２年次
11％

研修医１年次
17％

研修医年次不明
４％

医学部６年生
１％

医学部５年生
48％

医学部４年生
15％
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　②総合内科医の育成について
　　専門医育成の説明を各診療科が開催しています。
　　総合内科医の育成について、総合診療科の医局説明会を 1回開催した。
　　【日　　時】 平成 24年 7月 20日（金）　18：00～
　　【場　　所】 長崎大学病院総合診療科医局
　　【対　　象】 医学部学生、研修医

　２）社会への情報提供
件数 のべ人数

平成 20年 10月～平成 21年 10月実績 37 4465
平成 21年 11月～平成 22年 10月実績 25 1213
平成 22年 11月～平成 23年 10月実績 24 2544

  平成 23年 11月～現在までの実績　　　 30 2959

実施・開催
の日付 情報提供の内容 対象 参加人数

配布数等 場所等

H23.11. 4
“留学”のための情報提供セミナーに協
力し、肥前の国専門医養成プログラムを
説明

長崎県内の医学
生・研修医・若手
医師

23 長崎大学病院

H23.11.22 NHO佐賀病院看護部院内教育
「急変時の対応」 佐賀病院看護師 8 佐賀病院

H23.12.10 長崎大学病院メディカルラリー 長崎県内の医師・
看護師 19 長崎大学病院

H24. 1.17 NHO佐賀病院看護部院内教育
「急変時の対応シミュレーション」 佐賀病院看護師 8 佐賀病院

H24. 1.23
第 14回実力アップセミナー（診察）を
主催し、肥前の国専門医養成プログラム
を説明

長崎県・佐賀県の
若手医師 10 長崎大学病院

H24. 2.10
第 15回実力アップセミナー（漢方）を
主催し、肥前の国専門医養成プログラム
を説明

長崎県・佐賀県の
若手医師 28 長崎大学病院

H24. 2.11 第 2回救急初療コース 長崎県内の医師・
看護師 19 長崎大学病院

H24. 2.24 北米研修医Dr. サミュエルによる講演会
を開催

長崎県の医学生・
医師 10 長崎大学病院

H24. 2.26 民間医局主催のレジナビフェア福岡に
ブースを出展した

全国の医学生・研
修医 28 福岡国際セン

ター

H24. 2.28 平成 24年度初期・後期研修医募集ポス
ター送付

全国の医学部・大
学病院 212 －

H24. 5. 3
第 16 回実力アップセミナー（心電図 )
を主催し、肥前の国専門医養成プログラ
ムを説明

長崎県・佐賀県の
若手医師 47 長崎大学病院

H24. 5.13 初期・後期臨床研修進路説明会で、長崎
大学病院ブースを出展

全国の医学生・研
修医 2 アクロス福岡

H24. 6. 2
将来“留学”を考えている人へのアドバ
イスを主催し、肥前の国専門医養成プロ
グラムを説明

長崎県内の医学
生・研修医・若手
医師

15 長崎大学病院

H24. 6.14 長崎大学病院医局説明会案内を送付 全国の医学生・研
修医 332 －

H24. 6.14 GP シンポジウム案内 全国大学病院・研
修病院 134 －
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実施・開催
の日付 情報提供の内容 対象 参加人数

配布数等 場所等

H24. 6.23 研修医＆新人看護師合同説明会を主催し、
肥前の国専門医育成プログラムを説明

長崎大学病院研修
医、新人看護師 49 長崎式見ハイ

ツ

H24. 7. 1 民間医局主催のレジナビフェア大阪に
ブースを出展

全国の医学生・研
修医 16 インテックス

大阪

H24. 7. 2 新・鳴滝塾の海外研修サポートプロジェ
クトについて

佐世保市立総合病
院医師 10 佐世保市立

総合病院

H24. 7. 9 佐世保中央病院出張セミナーを開催（輸
液の基本） 佐世保中央病院 4 佐世保中央病

院

H24. 7.15 民間医局主催のレジナビフェア東京に
ブースを出展

全国の医学生・研
修医 19 東京

ビッグサイト

H24. 7.18 長崎大学病院医局説明会案内を送付 全国の医学生・研
修医 332 －

H24. 8.20 長崎大学病院キッズセミナーを開催
学内職員の子供お
よび長崎大学附属
小の５・６年生

49 長崎大学医学
部

H24. 8.30 長崎大学病院医局説明会案内を送付 長崎県内の研修医 11施設 －

H24. 9. 4 長崎大学病院医局説明会案内を送付 全国の医学生・研
修医 332 －

H24. 9.26
第 17回実力アップセミナー（栄養管理）
を主催し、肥前の国専門医養成プログラ
ムを説明

長崎県・佐賀県の
若手医師 21 長崎大学病院

H24. 9.28 平成 25年度後期研修募集案内を送付
全国大学病院・協
力病院・研修医 2
年次

268 －

H24.10. 9 女性医師の会懇談会の案内を送付 長崎県内の研修医 11施設 －

H24.10.19 医学部 5年生、研修医、若手医師の
メガ交流会

長崎県内の医学
生・研修医・若手
医師

260 梅松鶴

H24.10.24 医師確保のためのアンケートを送付
長崎大学医学部Ｏ
Ｂ（Ｓ 63 ～Ｈ 2
年度卒業者）

276 －

H24.10.25 医師確保のためのアンケートを送付
長崎県内の高校を
卒業後医学部へ進
学した人

349 －

H24.11. 6 ワークライフバランスセンター講演会案
内を送付 長崎県内の研修医 67 －

長崎大学病院メディカルラリー（H23.12.10） 北米研修医 Dr. サミュエル講演会（H24.2.24)
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　３）定期新聞の発行
　　「キャリアの軌跡」
　�　概ね、1～ 2ヶ月に 1回の割合でミニコミ紙（定期新聞）を作成し、発行毎に県内関連病院 11施
設や佐賀大学医学部附属病院宛、キャリア支援室で把握している全国の医学部 4年生から研修医約
350名へ個人宛に発送した。

　�　掲載内容は、プロフェッショナルへの道の特集インタビュー、長崎・佐賀の後期研修についてや、
当センターの活動報告等で、現在までに計 38号（号外 5号含む）発行し、延べ約 12,000 名へさま
ざまな情報を発信してきた。

将来“留学”を考えている人へのアドバイス
（H24.6.2）

長崎大学オープンキャンパス in 佐世保
（H24.8.19）

号 発行日 内　　容
第 25号 H23.10.26 ハワイ大学救急研修報告
第 26号 H23.12.12 大好評 !! 研修医の先生方のための“メンター制度”
第 27号 H24. 1.24 臨床研修指導医養成のための講習会
第 28号 H24. 2.24 初期研修　協力病院特集
第 29号 H24. 2.27 長崎大学病院の進化するプログラム

第 30号 H24. 5.16 ・私が、初期研修を長崎大学病院にした理由（アンケート） 
・後輩に勧める☆おススメ☆ワンポイント国家試験対策 

第 31号 H24. 8.30 研修医のための外来研修

第 32号 H24.10.24 ・ハワイ大学救急研修報告
・ 2014年　外科ハブセンター誕生

第 33号 H24.12.25 メガ交流会特集
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【佐賀大学】
　１）活動内容
　①�事業・プログラム（初期・後期）説明会の開催

　②合同説明会への参加

〈平成 20年度〉
　■卒後臨床研修センターホームページの開設

〈平成 21年度〉
　■事業説明会の開催
　　平成 21年 6月 3日（場所：国立病院機構佐賀病院）
　　平成 21年 6月 17日（場所：国立病院機構嬉野医療センター）
　■ブログの開設
　■ミニコミ誌 “キャリア室の便り ”の発行

〈平成 22年度〉
　■合同説明会への参加
　　平成 22年 4月 29日開催　九州ブロック進路説明会
　　　　　　　　　　　　　　　（場所：福岡国際会議場）
　　平成 23年 2月 13日開催　レジナビフェア in 福岡
　　　　　　　　　　　　　　　（場所：福岡国際会議場）
　■プログラム説明会の実施
　　初期研修：平成 22年 6月 4日、7月 16日、平成 23年 3月 4日

〈平成 23年度〉
　■合同説明会への参加　　 
　　平成 23年 5月 8日　九州ブロック進路説明会
　　　　　　　　　　　　　（場所：福岡国際会議場）
　　平成 24年 2月 26日　レジナビフェア in 福岡
　　　　　　　　　　　　　（場所：福岡国際センター）
　■説明会の実施
　　初期研修プログラム説明会：平成 23年 6月 9日、7月 8日
　　後期研修プログラム説明会：平成 23年 10月 19日、10月 25日、10月 27日
　■卒後臨床研修センター 1階エントランスにフォトコーナーを設置
　■ポスターの掲示
　　�平成 23年度は『専門研修ナビ 2011』と題し、佐賀大学医学部附属病院　卒後臨床研修センター

内にて各診療科が作成したポスターを掲示し、センターを利用する医学生・研修医・看護師等へ各
診療科 PRを行った。

〈平成 24年度〉
　■説明会の実施
　　初期研修プログラム説明会：平成 24年 6月 6日、7月 4日
　　後期研修プログラム説明会：平成 24年 10月 16日、10月 17日、
　　10月 18日
　◆専門研修 PR
　　�平成 24年度はポスター掲示に加え、各科へ医局 PR資料の作成を依

頼し、本院および院外研修中の卒業生等へ資料の配布・発送を行った。

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計
開催数 2回 3回 5回 5回 15回

年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 合計
開催数 － 2回 2回 － 4回
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（６）女性医師復職支援
　�　個別相談会を随時開催し、産休・育休により長期休暇をとり復職について抱えている問題を解決し
2名を復職へ導いた。

　　また、平成 20年 4月よりメディカルワークライフバランスセンターが開設された。
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（７）　医師を目指す長崎の小中学生のためのセミナー
　１）年度別参加者数

　※　平成 21・22年度については、小学 4年生～中学 3年生を対象とした。

　２）平成 24年度キッズセミナー実施内容

　※�　同伴いただいた保護者の方を対象に、「医師・看護師になるためには」をテーマにシンポジウム
を開催。その後、実習風景を保護者へ解説した。

Aブース Bブース Cブース Dブース
13：00～ 13：25 病院長挨拶、  全体写真撮影
13：25～ 13：30 移動
13：30～ 14：00 災害医療についてのお話
14：00～ 14：10 休憩・移動
14：10～ 14：35 １班 ２班 ３班 ４班
14：35～ 14：40 移動
14：40～ 15：05 ４班 １班 ２班 ３班
15：05～ 15：15 休憩 ・移動
15：15～ 15：40 ３班 ４班 １班 ２班
15：40～ 15：45 移動
15：45～ 16：10 ２班 ３班 ４班 １班
16：10～ 16：30 修了証書授与＆アンケート
16：30～　　　　 解散

学　年 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度
小学 2年生 1 　 　
小学 3年生 1 　 　
小学 4年生 3 1 　
小学 5年生 27 25 24 31
小学 6年生 10 5 23 18
中学 1年生 11 5 　
中学 2年生 7 4 　
中学 3年生 5 3 　
合　計　 65 43 47 49

開催日時 平成 24年 8月 20日（月曜日）　13：00～ 16：30
参加者数 49名（小学 5年生 31名、6年生 18名）
対　　象 附属小学生または、長崎大学職員の御子弟で、小学 5-6 年生   保護者同伴可能

目　　的 文部科学省大学連携専門医養成プログラムの啓発活動の一環として行い、
長崎大学病院の臨床教育の取り組みを知ってもらう。

場　　所 長崎大学医学部　第一講義室 / 視聴覚セミナー室 1・2・3 / 第 1～ 5セミナー室
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ブース名、内容 名　前 所　属
A
①体の仕組みを調べて、
　心臓と肺の音を聞いてみよう！
②手洗いをチェックしてみよう！

小畑　陽子 長崎大学病院　医療教育開発センター
小森知加子 長崎大学病院　看護部
中村　裕子 長崎大学病院　看護部
下之門幸愛 長崎大学病院　看護部

B　
①�骨折した時の応急処置をしてみよう！
②�白衣に着替えてお医者さんへ変身しよ
う！

山下　和範 長崎大学病院　救命救急センター
田下　　博 長崎大学病院　医療教育開発センター
橋本　法修 長崎大学病院　救命救急センター（研修医）
池内　佑一 長崎大学病院　救命救急センター（研修医）
有森　春香 長崎大学病院　救命救急センター（研修医）

C
①AEDを使った救命処置を体験しよう！

宮本　俊之 長崎大学病院　医療教育開発センター
島内誠一郎 長崎大学病院　リハビリテーション部

D
①放射線について学ぼう！

吉田　正博 長崎大学　先導生命科学研究支援センター
アイソトープリソース開発分野

高尾　秀明 長崎大学　先導生命科学研究支援センター
アイソトープリソース開発分野

三浦　美和 長崎大学　先導生命科学研究支援センター
アイソトープリソース開発分野
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　３）アンケート結果　～子供偏～

参加者（性別）
男 女

22名
（45％）27名

（55％）

将来医師になりたいですか？
必ずなりたい できればなりたい

16名
（33％）

12名
（24％）

17名
（35％）

4名
（8％）

どの内容が一番面白かったですか？
（重複あり）

A：体のしくみを調べて、心臓と肺の音を聞く

C：AEDを使った救命処置
D：放射線について

B：骨折した時の応急処置

8名
（16％）

12名
（24％）28名

（56％）

2名（4％）

参加者（学年別）
小学５年生 小学６年生

31名
（63％）

18名
（37％）

全体的に楽しかったですか？
すごく楽しかった
ふつう
無回答

まあまあ楽しかった
楽しくなかった

38名
（78％）

9名
（18％）

1名（2％） 1名（2％）

来年も参加したいですか？
参加したい わからない

34名
（69％）

15名
（31％）
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来年の希望内容
〈知りたい・聞きたい〉
　・どうして人は病気にかかるのか知りたい（２）
　・人の体の仕組みを詳しく知りたい（２）
　・重い病気はどのような所でばい菌をすうのかが知りたい
　・脳の仕組みを知りたい
　・体の音をもっとよく知りたい
　・オリンピック選手と常人の筋肉の違いなどを知りたい
　・病気になった時の対処法を知りたい（２）
　・救命救急の話を聞いてみたい（２）
　・手術器具を覚えたい
　・産婦人科医になりたいので、産婦人科医の方のお話を聞いて、赤ちゃんのお世話がしたい（２）
　・手術をする人の話を聞きたい（２）
　・放射線科のお父さん（芦澤和人）の話が聞きたい
　・外科のお父さん（黒木保）の話が聞きたい
　・いろいろな生物を調べたい

〈見たい・体験したい〉
　・傷やその他の応急処置
　・胃カメラの操作、使い方、どんな風に見えるのか体験してみたい
　・手術の様子を見てみたい（３）
　・実際の治療を体験してみたい
　・来年も骨折した時の応急処置がしたい
　・治療するまでの流れを知り、やってみたい
　・薬の種類について調べて、調合等もしてみたい
　・骨折の処置法→骨折の種類を知る＋処置法等
　・救急車の中を見学したい（２）
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　３）アンケート結果　　～保護者編～

来年の希望内容
　・医学生の話も聞いてみたい。
　・�医師（看護師）になった方々の医師（看護師）の道に進んだ理由、きっかけ、そして現在医師（看

護師）になってどう思うか聞いてみたい。
　・これから医師を目指す人へのアドバイス
　・医療器具の方法を体験させてみたい。
　・�医学部生又は研修医の先生に医者になって良かったことや、それまでのことについて体験談を話し

てもらいたい。
　・救命士の仕事等
　・AEDの体験はとても良いと思う
　・�各ブースの時間が短かったので、次の機会があるならもう少し掘り下げてお話を聞きたいと思いま

す
　・�医師に向けての話も良かったが、看護職への道の話も親的には良かった。昔自分が子供時代、ナー

スを憧れた時があったのを思い出した。これをきっかけに医療の道（職種はなんでもよい）に興味
をもってくれたら嬉しい。

将来子供に医師になってほしいですか？
必ずならせたい
どちらでもいい

できればならせたい
ならせたくない

1名
（8％）

4名
（34％）6名

（50％）

1名
（8％）

来年も参加したいですか？
参加したい
無回答

わからない

8名
（67％）

2名
（16％）

2名
（17％）

一番面白かったブースは？
A：体のしくみを調べて、心臓と肺の音を聞く

C：AEDを使った救命処置
D：放射線について
回答なし

B：骨折した時の応急処置

2名
（14％）

3名
（22％）

7名
（50％）

1名
（7％）1名

（7％）
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（８）　専門医養成キャリアシステム
　�　専門医養成キャリアシステムとは、Ｗｅｂ上でコース登録者が各項目を入力し、指導医のアドバイ
ス・評価を受けながら専門医修得までを自身で管理するシステムである。

　�　後期研修は、初期研修と違い評価方法の法的な決まりはないうえ、各科によって教育プログラム、
方法が大きく違い、標準化した方法を用いることは困難だが、実績ページ、進捗チェックに入力をす
ることにより、自身の学会出席数や必要手術の不足数などが把握できるようになっている。

　コース登録者

　※コース登録総数……［例］ ‌�認定内科コースにて認定内科医を修得後は、消化器専門医・消化器内視
鏡専門医養成コースとなる。これを２とカウントした場合の数。

　コース責任者によるコース登録者の達成度評価 H22年度→H23年度（H23.3.31）

（９）　指導医の巡回
　�　コース登録者が、連携先での研修を潤滑に行うために、コース責任者、指導医又はコーディネーター
が各連携病院を巡回します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度
（10月現在）

コース登録者数
（退局者等除く） 414 450 484

コース登録総数（※） 689 793 847

システム入力者 289 307 352

コース登録者の
入力割合 69.5％ 68.2％ 72.7％

達成度
（退局者等除く） コース登録総数（※） 割合

22年度 23年度
十分達成している 226→ 428 32.8％ 51.7％
達成している 　37→ 66 5.4％ 8.0％
ほぼ達成している 173→ 213 25.1％ 25.8％
努力が必要 70→ 117 10.1％ 14.1％
未評価 183→ 3 26.6％ 0.4％

合　計 689→ 827 　

病院名 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年 12月
長崎医療センター 12 7 8 2
長崎市立市民病院 5 4 5 4
長崎原爆病院 5 3 5 4
済生会長崎病院 2 5 7 17
健康保険諫早総合病院 5 9 7 3
長崎記念病院 0 0 0 25
佐世保市立総合病院 3 4 7 5
長崎県島原病院 0 0 0 65
北松中央病院 0 0 0 33
五島中央病院 0 0 1 0
上五島病院 0 0 0 31
北九州総合病院 0 0 0 3
計（延べ人数） 32 32 40 192
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（10）多職種教育
　【長崎大学】
　１）薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会
　�　個々の患者に最適な薬物療法を進める中で、患者の状況を正確に把握し、医薬品による副作用の防
止、早期発見のために、フィジカルアセスメントを修得した薬剤師を育成することを目的に、各専門
分野の医師・技師による実技と講義を行った。

参加人数
平成 22年度 22名
平成 23年度 22名
平成 24年度 25名

　 開催日 テーマ 学習方法 担当科
1 5/15 開催式及び趣旨説明会 講習会の説明・聴診器展示会 　

2 6/19 フィジカルアセスメントの基本 1 講義・シミュレーターを用い
て実技

医療教育開発セ
ンター

3 7/ 3 フィジカルアセスメントの基本 2 同上 医療教育開発セ
ンター

4 7/17 フィジカルアセスメントの基本 3 同上 医療教育開発セ
ンター

5 8/21
ベッドサイドにある医療機器の見方
（モニター、シリンジポンプ、酸素
吸入、ネブライザー等）

実物の機器を見てその解説を
受けながら体験 MEセンター

6 9/12 皮膚科の副作用の見方 講義（症状の画像スライド含
む）・皮内反応テストの実技 皮膚科

7 10/16 循環器系の副作用の見方
講義（心電図、X線写真、心
音含む）・シミュレーターを
用いての聴診

循環器内科

8 11/20 精神・神経系の副作用の見方 講義（症状の動画スライド・
Q＆A形式の内容を含む） 神経内科

9 12/18 呼吸器系の副作用の見方
（薬剤性肺障害の発見方法）

講義（X 線写真の見方を含
む）・シミュレーターを用い
ての聴診（薬剤性肺障害特有
の呼吸音の聴取）

呼吸器内科

10 1/15 検査値異常からの副作用の見方、腹
部診察 同上 消化器内科

11 2/12 口腔・嚥下系の副作用の見方と嚥下
レベルに合わせた服用形態について

講義（症状の動画スライドを
含む）

歯科（特殊歯科
総合治療部）

12 3/12 修了式 講習会の総評・修了書授与 　
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　２）看護部のシミュレーション教育
　�　シミュレーションセンター専任看護師と救命救急センター医師による、看護師を対象とした「急変
対応コース」を実施した。また、看護部の教育センターと協力し、新人看護師のためのシミュレーショ
ン実習を随時行った。

　　〈急変対応専門コース（上級）〉
　　全 5回のコースとなっており、6月～ 10月の第 1木曜日に開催し、計 15名の看護師が参加した。

　　〈急変対応専門コース（初級）〉
　　全 4回のコースとなっており、第 3金曜日に開催し、延べ 52名の看護師が参加した。

　※平成 24年度は未実施

　　〈新人看護師のためのシミュレーション実習〉
　�　看護部教育センターと協力し、新人看護師のための静脈注射や尿道カテーテル留置実習等を実施し、
計 749名が参加した。

参加人数
平成 23年度 8名
平成 24年度 7名

参加人数
平成 22年度 20名
平成 23年度 32名

参加人数
平成 22年度 157名
平成 23年度 395名
平成 24年度 197名
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　３）コメディカルのための吸引講習会
　�　平成 24年度に初めて、シミュレーションセンター専任看護師による、コメディカルを対象とした
「吸引講習会」を 2回実施し、計 19名が参加した。

　４）一般職員のための BLS 講習
　�　シミュレーションセンター専任看護師と救命救急センター医師による、本院で勤務する一般職員（技
術職員・事務職員）のための BLS 講習を毎週木曜日に開催し、計 481名が参加した。

　�　この BLS 講習を行った結果、院内ハートコール発生時に、第一発見者となった一般職員が、簡単
な初期対応を実践した事例があった。

　５）病院採用者等のための研修会
　�　平成 23年 6月より、本院採用者等のための研修会を毎月 1回開催している。本院で働くうえで
必要な安全管理や感染制御等について研修を行い、計 1096名が参加した。

　※平成 24年 12月までの実績

参加人数
平成 22年度 243名
平成 23年度 85名
平成 24年度 153名

参加人数
平成 23年度 558名
平成 24年度 538名
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　【佐賀大学】
　１）薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会

　２）看護部研修（シミュレーション教育を含む）

　３）BLS 講習会（AHA-ACLS ヘルスケアプロバイダーコース）

　４）ACLS 講習会（AHA-ACLS プロバイダーコース）

　５）3Ｄ画像講習会、ＣＴ・ＭＲＩセミナー

開催日 参加人数
平成 22年度 平成 23年 1月 30日 20名
平成 23年度 平成 24年 3月 4日 25名

平成 24年度
平成 24年 4月 22日 50名
平成 24年 8月 19日 49名
平成 24年 11月 18日 43名

研修回数
（うちシミュレーター使用）

延参加人数
（うちシミュレーター使用）

平成 22年度 29回（5回） 860名（226名）
平成 23年度 44回（9回） 1303名（188名）
平成 24年度 27回（6回） 785名（145名）

開催日 参加人数（受講者数）

平成 22年度 平成 22年 10月 3日 39名（23名）
平成 22年 12月 11日 32名（19名）

平成 23年度 平成 23年 6月 11日 56名（34名）
平成 24年 1月 21日 41名（24名）

平成 24年度 平成 24年 6月 2日 48名（30名）
平成 24年 11月 17日 54名（36名）

開催日 参加人数（受講者数）

平成 23年度
平成 23年 8月 27日～ 28日 27名（15名）

平成 24年 2月 25日～ 26日 29名（18名）

平成 24年度
平成 24年 7月 7日～ 8日 30名（18名）

平成 25年 3月 2日～ 3日

開催日 参加人数
平成 24年　7月 10日　　　　　 26名
平成 24年 07月 11日　　　　　 32名
平成 24年 07月 11日（技師対象） 23名
平成 24年 11月 20日　　　　　 46名
平成 24年 11月 20日（技師対象） 24名
平成 24年 11月 21日　　　　　 23名
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（11）　コース登録者の認定医・専門医取得状況
　【長崎大学】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H24.10 現在

専門医名 合格者数 計H21年度 H22年度 H23年度 H24年度
認定内科医 20 23 20 22 85
リウマチ専門医 1 1 　 　 2
内分泌代謝専門医 1 　 1 　 2
糖尿病学会専門医 1 2 2 　 5
神経内科専門医 　 　 　 2 2
脳卒中専門医 　 　 2 　 2
肝臓専門医 2 2 5 　 9
消化器病専門医 4 3 3 1 11
消化器内視鏡専門医 　 3 2 　 5
アレルギー専門医 1 1 　 　 2
腎臓専門医 1 　 1 　 2
透析専門医 1 1 　 　 2
呼吸器専門医 7 2 1 　 10
気管支鏡専門医 1 　 3 　 4
感染症専門医 　 2 　 　 2
ICD 　 1 1 　 2
総合内科専門医 4 1 5 　 10
循環器専門医 1 1 1 0 3
家庭医療専門医 　 1 　 　 1
血液専門医 　 　 　 2 2
外科専門医 13 8 12 　 33
消化器外科専門医 1 2 1 　 4
日本乳癌学会認定医 　 1 　 　 1
乳腺専門医 　 　 1 　 1
心臓血管外科専門医 2 1 1 　 4
小児科専門医 　 　 2 　 2
放射線科認定医 2 1 1 　 4
放射線科診断専門医 　 2 2 1 5
放射線科治療専門医 　 　 　 1 1
核医学専門医 　 1 2 　 3
産婦人科専門医 2 3 4 3 12
超音波専門医 　 　 　 1 1
麻酔科認定医 4 5 5 　 14
麻酔科専門医 1 2 2 　 5
精神科専門医 1 1 1 　 3
整形外科専門医 6 3 3 　 12
日整会認定脊椎脊髄医 　 1 　 　 1
皮膚科専門医 1 2 5 1 9
泌尿器科専門医 　 1 　 　 1
眼科専門医 2 1 1 5 9
耳鼻咽喉科専門医 　 1 1 　 2
脳神経外科専門医 　 3 1 2 6
形成外科専門医 6 4 4 　 14
呼吸器外科専門医 　 　 1 　 1
がん薬物療法専門医 1 1 　 　 2
がん治療認定医 3 6 5 　 14
細胞診専門医 　 　 1 　 1

合　計 90 94 103 41 328
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　【佐賀大学】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H24.10 現在

専門医名 合格者数 計H21年度 H22年度 H23年度 H24年度
認定内科医 5 8 13 9 35
肝臓専門医 3 1 1 5
消化器病専門医 2 1 1 4
消化器内視鏡専門医 1 1
総合内科専門医 1 1 2
循環器専門医 1 1 2
小児科専門医 3 3 6
放射線科認定医 3 1 4
放射線科診断専門医 2 2
産婦人科専門医 3 1 2 2 8
耳鼻咽喉科専門医 1 1
形成外科専門医 1 1 2 4

合　計 15 20 19 20 74
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（12）　活動スケジュール及び業績
　１）スケジュール
　　【長崎大学】

年　度 実施／予定月 内　　容

平成 20年度

11月 第 1回肥前の国高度医療人養成協議会
12月 管理運営委員会
12月 連携大学
1月 教育改革プログラム合同フォーラム（東京）

2月
肥前の国高度医療人養成評価委員会
第 2回肥前の国高度医療人養成協議会
第 1回専門医教育（初期＆後期研修）の情報交換会

3月
第 2回専門医教育（初期＆後期研修）の情報交換会
第 1回技術講習会
全国病院説明会（福岡）

平成 21年度

4月 オリエンテーション
第 2回技術講習会

5月 全国病院説明会（東京）
6月 女性医師復帰のためのセミナー

7月
第 3回技術講習会
医師不足が深刻な診療科のためのセミナー
研修医へ対する本プログラムの説明会

8月 中学・高校生向けの地域医療及び医療職の重要性に関する啓発活動
9月 医師不足が深刻な診療科のためのセミナー
10月 専門医育成に関するシンポジウム、第 4回技術講習会

10月～ 11月 各コースの専門研修医の募集
11月 開設から 1年間の事業報告書を発送
12月 若手医師業務改善会議

1月 教育改革プログラム合同フォーラム（東京）
第 1回メディカルラリー

2月 第 5回技術講習会
若手医師の業務軽減プロジェクト最終報告会

3月
教育者向け講演会
第 3回肥前の国高度医療人養成協議会
肥前の国高度医療人養成評価委員会

平成 22年度

4月
オリエンテーション
第 6回技術講習会
「臨床研修終了後」進路説明会

5月 第 7回技術講習会
6月 レジナビフェア 2010 in 東京

7月
レジナビフェア 2010 in 大阪
第 8回技術講習会
医学教育学会大会 in 東京

8月 中学・高校生向けの地域医療及び医療職の重要性に関する啓発活動
9月 第 9回技術講習会

10月 長崎 17病院　初期・後期合同説明会
国際ワークショップ

10月～ 11月 各コースの専門研修医の募集

11月 長崎県女性医師の会講演会（協力）
女性医師と語り合おう（協力）

1月 教育改革プログラム合同フォーラム（東京）
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年　度 実施／予定月 内　　容

平成 22年度

1月 【講演会】若手医師が集う長崎県となるために
県民公開講座「さぁ、今日からメタボとがんを予防しよう！」

2月

琉球大学　平成 22年度コーディネーター連絡会・報告会
第 10回技術講習会
富山大学、島根大学との 3大学実務者情報交換会
民間医局主催　レジナビフェア 2011 in 福岡
救急初療（T&A）コース

3月 平成 22年度肥前の国高度医療人養成協議会
平成 22年度肥前の国高度医療人養成評価委員会

平成 23年度

4月 新人採用者オリエンテーション
第 11回技術講習会

5月 初期・後期臨床研修進路説明会

6月 研修医＆新人看護師合同研修会
長崎県 17病院初期・後期研修合同説明会

7月
民間医局主催　レジナビフェア 2011 in 大阪
民間医局主催　レジナビフェア 2011 in 東京
日本医学教育学会大会（広島）

8月
琉球大学コーディネーターとのミーティング
小学生＆保護者向けの地域医療および医療職の重要性に関する
啓発活動（キッズセミナー）

9月 長崎大学病院開院 150周年記念事業　「いのちの授業」
10月 第 12回技術講習会

10月～ 12月 各コースの専門研修医の募集

11月 “留学”のための情報提供セミナー（協力）
東関東・東京高度医療人養成ネットワーク　第 4回シンポジウム

12月
長崎女性医師の会講演会（後援）
懇談会　女性医師と語り合おう（共催）
第 2回長崎大学病院メディカルラリー

1月
教育改革プログラム合同フォーラム（東京）
平成 23年度ながさき女性医師の会講演会　市民公開講座（後援）
第 14回技術講習会

2月

琉球大学　平成 23年度「多極連携型専門医・臨床研究医育成事業」
シンポジウム
第 15回技術講習会
救急初療（T&A）コース
北米研修医による講演会（共催）
民間医局主催　レジナビフェア 2012 in 福岡

3月 長崎県 17病院初期・後期研修合同説明会
平成 23年度肥前の国高度医療人養成協議会

平成 24年度

4月 新人採用者オリエンテーション

5月
第 16回技術講習会
九州ブロック初期・後期臨床研修進路説明会
医科初期臨床研修説明会

6月 研修医＆新人看護師合同研修会 
平成 24年度第 1回臨床研修指導医講習会

7月

民間医局主催　レジナビフェア 2012 in 大阪
「大学病院間の相互連携による優れた専門医等の育成」事業 
シンポジウム
医学部 6年生向け初期研修説明会
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年　度 実施／予定月 内　　容

平成 24年度

7月 民間医局主催　レジナビフェア 2012 in 東京
日本医学教育学会大会（横浜）

8月

長崎大学進路説明会（佐世保）
小学生＆保護者向けの地域医療および医療職の重要性に関する
啓発活動（キッズセミナー）
平成 24年度第 2回臨床研修指導医講習会

9月

オタワ大学短期臨床研修　報告会（共催）
第 9回医師臨床研修協議会 in 福岡
e- レジフェア in 福岡
第 17回技術講習会
コメディカルのための吸引講習会

10月 長崎県内の医学部 5年生、研修医、若手医師の懇談会
10月～ 12月 各コースの専門研修医の募集

11月

子どもの心　2ＤＡＹセミナー（協力）
平成 24年度第 2回復職支援トレーニング（協力）
懇談会「医学生・研修医をサポートするための会」（共催）
平成 24年度第 3回臨床研修指導医講習会
琉球大学　「多極連携型専門医・臨床研究医育成事業」
最終年度報告会・シンポジウム

12月
第 18回技術講習会
第 3回メディカルラリー
平成24年度第1回長崎大学病院あじさいプロジェクト講演会（共催）

1月 肥前の国高度医療人養成協議会
第 19回技術講習会

2月 第 3回救急初療（T&A）コース
3月 レジナビフェア 2013 in 福岡
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　２）数字で見る業績
　　【長崎大学】
　　※数字の見方（�① H20.10 ～ H21.10 実績→② H21.11 ～ H22.10 実績→③ H22.11 ～ H23.10

実績④H23.11 ～ H24.12 実績）

　①後期研修医（卒後年目から専門医を習得するまで）のために
　　〈プログラム設立と他大学との連携〉
　　ａ）‌�① 57→② 59→③ 60→④ 60の専門医養成コースを長崎大学病院内に設立し、① 320名→

② 424名→③ 496名→④ 564名のコース登録者を得た。
　　ｂ）他大学と連携して専門医を育てるコースを設立し、他大学で研修を行った。
　　　　�佐賀大学形成外科（① 2名→③ 1名→④ 1名）、総合診療科（① 2名）、放射線科（② 1名）、

産科婦人科（② 1名→③ 1名→④ 1名）、琉球大学呼吸器内科（① 4名→② 1名→③ 2名→
④ 3名）、久留米大学消化器内科（① 7名→③ 4名）、富山大学産婦人科（① 3名→④ 1名）、
九州大学腎臓内科（③ 4名）、神戸大学腎臓内科（④ 1名）

　　ｃ）佐賀大学から長崎大学で学ぶ後期研修医を受け入れた。
　　　　�形成外科（① 4名）、移植・消化器外科（① 1名→② 2名）、産科婦人科（② 1名→③ 1名→

④ 1名）、放射線科（① 1名）、耳鼻咽喉科（② 1名）、総合診療科（② 1名）

　　〈教育的・経済的サポート〉
　　ｄ）後期研修医が、自分の日々の研修や専門医修得の過程をチェックできるWebシステム
　　　　【専門医養成キャリアシステム】を立ち上げ、専門医修得のために運用している。
　　ｅ）① 21回→② 34回→③ 27回→④ 40回の学術講演会の協力施設となり情報を与えた。
　　ｆ）学会の年会費を① 124名分→② 66名分→③ 42名分→④ 58名分補助予定。
　　ｇ）専門医修得に関わる旅費を① 69名→② 71名→③ 74名→④ 46名分補助予定。
　　ｈ）‌�本院の医師全員が使用できる、EBM情報検索・診療サポートツールのDynaMed を導入し、

使用説明のためのワークショップを② 27回→③ 4回→④ 3回開催した。
　　ｉ）‌�本院の医師・看護師全員が使用できる、臨床手技データベースのプロシージャーズコンサルト

を導入し、使用説明のための説明会を④ 4回開催した。

　　〈その他のサポート〉
　　ｊ）‌�若手医師の雑用に関するアンケートを161名に行い、診療科長等の会議で発表し、雑用の軽

減のため看護部・薬剤部・調達へ交渉を行い、18項目について業務移譲が決定された。その
後アンケートを実施したところ、回答があった 377 名の内 70%の医師が働きやすくなった
と評価した。

　　ｋ）福利厚生関連として、事務部と協力して住居に関するサポートを行うようにした。

　②初期研修医（卒後 1－ 2年目）のために
　　〈情報提供〉
　　ａ）全医局の専門医氏名、先輩達のキャリアの積み方をＨＰ上に情報公開した。
　　ｂ）パンフレットを作成し、コース案内をした。
　
　　〈セミナー〉
　　ｃ）‌�当センター主催技術セミナーを① 4回→② 5回→③ 4回→④ 4回開催し、① 156 名→②

215名→③ 202名→④ 106名の参加があった。
　　ｄ）‌�健保諫早病院の研修医セミナーを① 5回→② 6回→③ 5回、長崎医療センターでのオリエン

テーションワークショップ（プロフェッショナリズム）及びセミナー① 4回→② 4回→③ 4回、
佐世保中央病院での研修医セミナーを④ 1回実施した。

　　ｅ）‌�4 月に新規採用者オリエンテーションを実施し、① 42名→② 43名→③ 42名→④ 36名が
参加した。

　　ｆ）グラウンドラウンドを① 10回→② 15回→③ 14回→④ 22回開催した。

　　〈進路相談〉
　　ｇ）‌�県内外研修医からの進路相談① 67名→② 75名→③ 96名→④ 100名、大学内研修医からの
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進路相談① 80名→② 87名→③ 109名→④ 136名を受けた。

　③医学生のために
　　ａ）‌�キャリアの軌跡（定期新聞）を現在までに号外 5号を含む計 38号（① 10号→② 12号→③

8号→④ 8号）を発行し、啓発活動を行った。
　　ｂ）‌�医学部 1年生へ、プロフェショナリズム・キャリア開発の講義を行い、① 105 名→② 120

名→③ 121名→④ 116名が参加した。
　　ｃ）‌�本期間で開催した「将来留学を考えている人へのセミナー」を医学生も参加可能とし、3名が

参加した。
　　ｄ）医ゼミにて、3～ 4年生② 4名→③ 5名にプロフェッショナリズムについての講義を行った。
　　ｅ）県内外の医学生からの進路相談を① 38件→② 67件→③ 111件→④ 126件受けた。

　④看護師のために
　　ａ）シミュレーションセンター専任看護師によるシミュレーション教育を行った。
　　　　救命救急センター医師と協力し、看護師のための急変対応コースを実施した。
　　　　・看護師急変対応コース（上級）　年 5回開催　参加者   ③ 8名→④ 7名
　　　　・看護師急変対応コース（初級）　年 4回開催　参加者　② 20名→③ 32名
　　ｂ）看護部研修センターが行う、新人看護師のための各種実習に協力
　　　　・�看護部研修センターと協力し、新人看護師のための静脈注射や尿道カテーテル留置実習等を

② 157名→③ 395名→④ 197名行った。

　⑤コメディカルのために
　　ａ）‌�シミュレーションセンター専任看護師による、コメディカルを対象とした「吸引講習会」を④

2回実施し、計 19名が参加した。

　⑥一般職員のために
　　ａ）‌�一般職員のための BLS 講習を行った。
　　　　�病院で勤務する事務職員や技術職員を対象とした BLS 講習を週 1回開催し、② 243 名→③

85名→④ 153名が受講した。

　⑦新規・中途採用者のために
　　ａ）‌�4 月 1日新規採用者のためのオリエンテーションを開催し、安全管理や感染制御等に関する

研修を行い、③ 424名→④ 374名が参加した。
　　ｂ）‌�中途採用者のための研修会を月 1回開催し、安全管理や感染制御等に関する研修を行い、③

134名→④→ 203名が参加した。

　⑧高校生・中学生・小学生のために
　　ａ）‌�佐世保で開催された、長崎大学オープンキャンパスにて、心音・呼吸音のシミュレーターや

AEDを用いた実習を実施し、① 15名→② 31名→③ 30名→④ 100名が参加した。
　　ｂ）‌�当センター主催の小学生・中学生のためのキッズセミナーを実施し、① 65名→② 43名→③

47名→④ 49名が参加した。

　⑨全医局のための広報活動
　　ａ）‌�ホームページを作成し、① 15032 件→② 31959 件→③ 64244 件→④ 40851 件のアクセ

スを得ている。（※平成 23年 5月より初期研修部門等のホームページと合併し、リニューア
ルを行った。）

　　　　ブログは、① 48891件→② 101649 件→③ 89051件→④ 56360件のアクセスを得ている。
　　　　（※平成 24年 2月よりパソコンからのアクセスのみのカウントとなった。）
　　ｂ）‌�キャリア支援室主催の長崎での医局説明会、大阪、東京、福岡の民間医局の説明会等で、合計

① 15名→② 52名→③ 102名→④ 114名の相談を受けた。
　　ｃ）メールでの問い合わせ件数が、① 8件→② 13件→③ 7件→④ 6件あった。
　　ｄ）医局主催の入局説明会を① 8回→② 3回→③ 4回→④ 5回、県内外へ告知した。
　　ｅ）‌�長崎で医師として働いてもらうために、長崎県と各高校に協力いただき、長崎県の高校出身の
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医学部生① 665名→④ 407 名にダイレクトメール（アンケート）を発送し、① 188名→④
129名から回答があった。

　　　　�また、長崎大学同窓会名簿より① 1136名→④ 286名に発送し、① 158名→④ 32名から回
答があった。

　　　　同様に、長崎県医師会に協力いただき、④ 1692名に発送し、④ 96名から回答があった。
　　ｆ）‌�キャリアの軌跡（定期新聞）を、県内関連病院 11施設及び、県内外の研修医・学生約 350名（述

べ 11,906 名に対して発送した。（随時医局説明会や学術講演会案内を同封）	

　⑩女性医師復帰支援のために
　　ａ）長崎県医療政策課と協力し、全医局へアンケート調査後、復帰相談会を実施し、4名が参加した。
　　ｂ）‌�女性医師の会が主催する講演会① 2回→② 1回→③ 2回→④ 2回、ワークショップ④ 2回に

協力した。
　　ｃ）‌�長崎県医療政策課と合同で、女性医師復職支援情報誌「Next」を作成し、全国の医学部や県

内の高校、当センターで把握している高校生～研修医宛に③ 560件送付した。

　⑪経済学部学生のために
　　ａ）‌�経済学部の学生 70名を対象とした全学モジュールの授業「安全で安心できる社会」を、④ 3

回担当した。

　⑫シミュレーションセンター（平成 21年 2月開設）の運営
　　ａ）平成 22年 7月に拡張し、シミュレーションセンターと名称を変更した。
　　ｂ）① 27種類→② 42種類→③ 46種類→④ 63種類のシミュレーターを設置した。
　　ｃ）‌�平均月間利用者は、① 150名→② 283名→③ 435名→④ 441名（医員、初期・後期研修医、

学生、看護師、薬剤師等）と増加している。

　⑬学会活動など
　　ａ）‌�平成 23 年 7 月医学教育学会へ① 4→② 5→③ 4→④ 3題発表、その他の学会① 10 →②

11→③ 11→④ 17題発表
　　ｂ）論文　医学教育学会誌などへ① 3→② 11→③ 7→④ 17本
　　ｃ）教育ワークショップ　指導医講習会など① 8→② 6→③ 6→④ 12回
　　ｄ）依頼公演① 10→② 8→③ 6→④ 12回
　　ｅ）座長③ 1→④ 3回

　⑭その他
　　ａ）‌�小児科、精神科、長崎県と協力し、小児精神領域の “子供のこころの診療医 ”プログラムを作

成し、パンフレットを研修医 1・2年次（91名）と臨床研修病院（175施設）へ送付。1名
の登録者を得た。

　　ｂ）‌�長崎県子どもの心の診療拠点病院連絡協議会と協力し、「子供のこころの診療医養成コースの
研修ワークブック」を 1000部作成した。

　　ｃ）長崎・地域医療再生プランの原案作成に参加した。
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　３）アカデミック分野の業績
【長崎大学】
①学会・研究会等発表
・浜田久之　日本の最西端から日本一の教育病院をめざす　新医師臨床研修を考える会 2008　東京
　2008年 11月 29日
・�松島篤子　浜田久之　臨床養育指導者養成コースの開催　第 62 回国立病院総合医学会　東京　
2008年 11月 21日　抄録集 p569

・�宮下光世　田中丈夫　林弘人　岡崎泰一郎　土橋卓也　浜田久之　清川哲志　新医師臨床制度の評価
の現状　第 62回国立病院総合医学会　東京　 2008 年 11月 21日　抄録集 p570

・�宅島政子　浜田久之　高畑利恵子　小川美香　富永聖子　松島篤子　江崎宏典　看護師のためのポー
トフォリアワークショップ　第 62回国立病院総合医学会　東京　 2008 年 11 月 21 日　抄録集
p566

・�長坂隆史　浜田久之　前田富士子　三浦恵子　加茂ゆかり　田端信幸　松島篤子　江崎宏典　看護師
のためのキャリア開発ワークショップ　第 62回国立病院総合医学会　東京　 2008 年 11月 21日
抄録集 p565

・�武富梓　浦松正　山下裕　廣瀬弥幸　新井英之　小畑陽子　西野友哉　古巣朗　河野茂　腹膜透析患
者に発症した posterior reversible encephalopathy syndrome の 1例　九州人工透析研究会　
2008年 11月 23日

・�南香名1)　山下裕1)　福田寿里1)　浦松正1)　新井英之1)　小畑陽子1)　西野友哉2)　古巣朗1)
田口尚　3)　河野茂 1) 　タクロリムスの追加投与により発症 9年目にして初めて完全寛解を示した

　膜性増殖性糸球体腎炎 (MPGN) の 1例　長崎腎臓病研究会　2008年 11月 28日
・�浜田久之　キャリアパスを明確にした地域立脚型医学教育の必要性について　三大学ミニシンポジウ
ム（離島・へき地医療学講座主催）　長崎県五島市　2008年 12月 10日

・�中桶了太　武岡敦之　賀來俊　浜田久之　池田柊一　ヘレン・バティ　調　漸 　押淵　徹　地域の
病院における医学教育　第 48回全国国保地域医療学会　神奈川県横浜市　2008 年 10月 17日～
18日　

・�浜田久之　マッチングを勝ち抜くための戦略～一般病院の研修医教育改革の例～　第 10回びわこ臨
床研修ネットワーク（第一三共株式会社主催）　滋賀県大津市　2009年 7月 18日

・�浜田久之　マッチングに勝ち抜く方法、そして地方に定着を～長崎医療センター＆長崎大学での取り
組み～　臨床教育指導体制強化事業（石川県健康福祉部主催）　石川県金沢市　2009年 7月 21日

・‌�Hisayuki Hamada1), Lee Shirley, Ghavam-Rassoul Abbas2), Hisayoshi Kondo1), Hironori 
Ezaki3), Takashi Otani4), Helen P Batty2)　A successful OSTE:Objective Structured 
Teaching Skill Evaluation In Japan　第 41回日本医学教育学会大会　大阪　2009年 7月 24日

・‌�Takashi Miyamoto, Hisayuki Hamada　A study of iPortfolio Maker application as a new 
evaluation method　第 41回日本医学教育学会大会　大阪　2009年 7月 24日

・‌�宮明寿光　浜田久之　宮本俊之　小畑陽子　浜口大輔　スキルラボを利用した後期研修医獲得の試み
第 41回日本医学教育学会大会　大阪　2009年 7月 25日

・‌�小畑陽子 1)　浜田久之 1)　浜口大輔 1)　安武亨 1)　近藤久義 1)　吉田和代 3)　江村正 3)　永田康
浩 4)　江崎宏典 4)　上之郷　眞木雄 5)　早田　宏 5)　飛永晃二 5)　彼らは何を望んでいるか？～
後期研修へ進むためのキャリア選択基準について～　第 41回日本医学教育学会大会　大阪　2009
年 7月 25日

・‌�浜田久之　マッチングを勝ち抜くためのABCD戦略　大学病院での研修を促進するためには - 指導
医研修会 -　　富山大学附属病院　2009年 9月 25日

・‌�Yoko Obata, Masanobu Miyazaki, Hideki Kawanishi, Masaaki Nakayama, Hidetomo  
Nakamoto, Takahiro Nishitani, Kenji Kasai, Hirofumi Hasegawa, Makoto Hiramatsu, Kenji 
Arizono, Chieko Hamada, Yasuhiro Akai, Noritomo Itami, Yasuhiko Ito, Hitoshi Sugiyama, 
Toshiya Takeda, Keitaro Yokoyama, Seiji Ohira, Yoshindo Kawaguchi

　�Markers  in Peritoneal effluent for predicting Encapsulating peritoneal sclerosis – A report  
from  the Japan Fluid Study －　EuroPD 2009　フランス ストラスブール　2009年 10月 9日
～ 12日

・‌�浜田久之　テーマ：医療と教育・地域連携　研修医を指導する医師の臨床教育能力を評価する研究　
　第 16回ヘルスリサーチフォーラム　東京　2009年 11月 7日
・‌�浜田久之　演題：大学病院での研修を促進するには　第 2回シンポジウム－専門研修こそ大学で－
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　（北海道大学主催）　北海道札幌市　2010年 3月 12日
・‌�宮明寿光　演題：C型肝炎を考える（パネリスト）　C型肝炎を考える会　長崎県長崎市　2010 年
4月 27日

・‌�宮明寿光　検査値異常からみた副作用について　フィジカルアセスメント研究会　長崎県長崎市　
　 2010 年 5月 19日
・‌�浜田久之　演題：高度医療人養成推進事業　他主幹大学における取り組みについて　5大学病院連携
　高度医療人養成事業（研修医の多様な要望にこたえる専門医養成事業）記念講演会（山梨大学主催）
　東京都竹橋　 2010 年 5月 22日
・‌�宮明寿光　演題：NAFLDの線維化信仰の危険群の検討～メタボリックシンドロームとの関係を中心
～　第 6回九州メタボリックシンドローム研究会（キッセイ薬品工業株式会社主催）　福岡県福岡市 
2010 年 6月 5日

・‌�浜田久之、サミュエル ラパルムリマス　演題：研修医の労働環境を考える～カナダ・オンタリオ州
　研修医協会の役割～　第 42回日本医学教育学会大会　東京都千代田区　 2010 年 7月 30日
・‌�宮本俊之、浜田久之　演題：後期研修医を対象とした海外医学研修　第 42回日本医学教育学会大会
東京都千代田区　 2010 年 7月 31日

・‌�宮明寿光、浜田久之、宮本俊之、小畑陽子　演題：全県的な研修医教育及び獲得のためのスキルラボ
　の応用　第 42回日本医学教育学会大会　東京都千代田区　 2010 年 7月 31日
・‌�小畑陽子、浜田久之、河野茂　医学教育理論を応用したABCD戦略により、大学病院の経営と教育
の改善を両立する試み　第 42回日本医学教育学会大会　東京都千代田区　 2010 年 7月 31日

・‌�平尾加奈子、浜田久之、村山優貴、峯智美、小畑陽子、宮明寿光、宮本俊之　演題：専門医教育（後
期研修）における事務職員の新たな役割　第 42回日本医学教育学会大会　東京都千代田区　2010
年 7月 31日

・‌�宮明寿光、田浦直太、市川辰樹、磯本一、竹島史直、浜田久之、中尾一彦　演題：シミュレーターを
用いたエコー教育の試み　日本超音波医学会　長崎地方会　長崎県長崎市　 2010 年 10月 3日

・‌�宮明寿光　演題：C型慢性肝炎インターフェロン治療における治療抵抗因子（SOCS3、肝脂肪化、
HCVコアアミノ酸変異）の検討　第 14回肝臓学会大会　神奈川県横浜市　 2010 年 10月 13日

・‌�宮明寿光　演題：NAFLD（非アルコール性脂肪性肝障害）における門脈領域炎症細胞浸潤の意義　
第 52回日本消化器病学会大会　神奈川県横浜市　 2010 年 10月 14日

・‌�浜田久之　特別シンポジウム「大学病院連携型高度医療人養成推進事業は、医療崩壊の救世主とな
るか？」（パネリスト）　第 48回日本・医療病院管理学会学術総会　広島県広島市　 2010 年 10月
16日

・‌�浜田久之　演題：薬剤師のためのフィジカルアセスメント研究会の立ち上げと現状　第 34回臨床薬
剤師　循環器フォーラム　北海道札幌市　 2010 年 10月 22日

・‌�宮明寿光　演題：長崎大学消化器内科における医師獲得に向けた我々の試み　日本消化器病学会九州
地方会　沖縄県宜野湾市　 2010 年 11月 12日

・‌�浜田久之　演題：日本最西端から日本一の教育病院を目指して！Change! 長崎大学病院　平成 22
年度　「大学病院連携型高度医療人養成推進事業」に伴う島根大学医学部附属病院「地域コーディネー
タ会議」及び FD　島根県出雲市　 2010 年 12月 11日

・‌�小畑陽子　演題：アゼルニジピンの腎保護効果について　心腎連関学術フォーラム　長崎県佐世保市
2010年 12月 15日

・‌�浜田久之　演題：循環器疾患におけるフィジカルアセスメントの重要性　第 12回長崎薬剤師フィジ
カルアセスメント研究会　長崎県長崎市　 2010 年 12月 15日

・‌�浜田久之　演題：Change! 長崎大学病院～日本最西端から日本一の教育病院を目指す～　第 70回
　第二内科学会　長崎県長崎市　 2010 年 12月 18日
・‌�小畑陽子　演題：出島発、肥前の国専門医養成プログラム－長崎大学・長崎県での取り組み－　琉球
大学『多極連携型専門医・臨床教育医育成事業』平成 22年度コーディネータ連絡会・報告会　沖縄
県中頭郡　2011年 2月 5日

・‌�小畑陽子　演題：押さえておきたい！腎臓の基礎とCKD予防　コメディカルのためのCKD研修会
長崎県医療政策課主催　長崎県大村市　 2011 年 2月 17日

・‌�宮本俊之　演題：スポーツ障害の予防　第 25回長崎県スポーツ医学研修会　長崎県長崎市　 2011
年 3月 6日

・‌�松島加代子、宮明寿光、宮本俊之、小畑陽子、浜田久之　演題：シミュレーションセンターを利用し
た研修医教育の試み　第 43回日本医学教育学会大会　広島県広島市　 2011 年 7月 23日
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・‌�浜田久之　演題：日本における Inter Professional Education の実績と課題　第 43回日本医学教
育学会大会　広島県広島市　 2011 年 7月 23日

・‌�小畑陽子、浜田久之、河野茂　医学教育理論を応用したABCD戦略による、若手医師の労働・学習
環境の改善の取り組みについて　広島県広島市　 2011 年 7月 23日

・‌�宮本俊之、宮明寿光、小畑陽子、浜田久之　長崎大学病院医師育成キャリア支援室の 2年間の実績
第 43回日本医学教育学会大会　広島県広島市　 2011 年 7月 23日

・‌�浜田久之　演題：指導医の評価について～OSTE の取り組みについて～　第 14回臨床研修指導医
セミナー　愛知県名古屋市　 2011 年 9月 10日

・‌�浜田久之　演題：薬剤師のためのフィジカルアセスメントについて　第 33回日本病院薬剤師会実務
研修会　東京都千代田区　 2011 年 9月 23日

・‌�浜田久之　演題：「長崎大学病院　救命救急センターの現状と救急医学教育」「教育病院でなければ生
き残れない！～苦戦する全国の市立病院。勝ち組となるためには～」　救命救急・教育医療講演会　
長崎県佐世保市　 2011 年 10月 12日

・‌�松島加代子　演題：Aberrant expression of miR-200 family in H.pylori-associated gastritis　
19th United European Gastroenterology Week (UEGW)　 Sweden, Stockholm　 2011 年
10月 22日～ 26日

・‌�小畑陽子　パネルディスカッション：持続可能な事業システムの構築　東関東・東京高度医療人養成
ネットワーク第 4回シンポジウム　東京都文京区　 2011 年 11月 23日

・‌�浜田久之　演題：教育病院しか生き残れない！～中央病院が全国区となるために～　佐世保中央病院
フォーラム　長崎県佐世保市　 2011 年 12月 6日

・‌�浜田久之　演題：長崎県における薬剤師のためのフィジカルアセスメント　第 33回香川県臨床薬剤
師研修会　香川県丸亀市　2012年 3月 9日

・‌�浜田久之　演題：コメディカルがキーとなる研修医教育！～医師、コメディカルが協力して育てる病
院づくり～　平成 23年度離島医療教育研究会特別講演　長崎県上五島市　 2012 年 3月 16日

・‌�小畑陽子　演題：新・鳴滝塾の海外研修サポートプロジェクトについて　佐世保市立総合病院　研修
報告会～北米式人の育て方とは？～　長崎県佐世保市　 2012 年 7月 2日

・‌�浜田久之　講演テーマ：「フィジカルアセスメントの基本」　フィジカルアセスメント研究会　長崎県
長崎市　2012年 6月 19日

・‌�浜田久之　講演テーマ：「フィジカルアセスメントの基本２」　フィジカルアセスメント研究会　長崎
県長崎市　 2012 年 7月 3日

・‌�浜田久之　講演テーマ：「フィジカルアセスメントの基本３」　フィジカルアセスメント研究会　長崎
県長崎市　 2012 年 7月 17日

・‌�松島加代子　演題：「検査値異常からの副作用の見方～腹部診察、消化器症状を踏まえて～」　フィジ
カルアセスメント研究会　長崎県長崎市　 2012 年 8月 21日

・‌�宮本俊之　講演：北米の外傷センターにおける外傷治療　第 7回整形外科外傷オンラインセミナー
2012年 8月 28日

・‌�浜田久之　演題：薬剤師の先生方、フィジカルアセスメントを始めよう！　北海道臨床栄養セミナー
2012　学術講演会　北海道札幌市　 2012 年 10月 6日

・‌�浜田久之　演題：今どきの若手をどうやって指導するのか？～明日から役に立つ Teaching Tips ～
日本脳神経外科学会第 71回学術総会　第 4回 FDコース　大阪府大阪市　 2012 年 10月 18日

・‌�浜田久之　子どもの心の診療医養成コース説明　子どもの心２DAY セミナー　長崎県長崎市　 
2012 年 11月 3日

・‌�小畑陽子　パネルディスカッション：各地域の取り組み紹介とラウンドテーブルディスカッション　
　多極連携型専門医・臨床研究医育成事業シンポジウム　沖縄県中頭郡　 2012 年 11月 23日
・‌�浜田久之　特別講演：第 511回大村市医師会CPC学術講演会　長崎県大村市　 2012 年 12月 19
日
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②論文等
・�浜田久之　大学病院改革は、人事と教育の透明化　CBニュースインタビュー記事　2008 月 11月
28日

・�浜田久之　「すぐれた専門医を育成する日本トップクラスの大学病院を目指して！」長崎医学同窓会
広報誌「百朋」　2009年 1月号

・�浜田久之　患者さんの問題点を見極めよう！Gから始まるABC！　レジデントノート　2009年 6
月号 

・ ‌�Miyazaki M, Yasunaka M, Kawazu T, Inoue K, Noguchi M, Obata Y, Nishino T, Furusu A, 
Kohno S; Nagasaki Home Doctor Net. : [Healthcare linkage for aging population with 
end-stage renal failure]. Gan To Kagaku Ryoho. 2009 Dec;36 Suppl 1:11-3. Japanese.

・ ‌�Uramatsu T, Furusu A, Nishino T, Obata Y, Kanamoto Y, Komuro S, Ito M, Taguchi T, 
Kohno S：Membaranous nephropathy complicating nasopharyngeal carcinoma（ 共 著 ） 
Internal Medicine 2010 May 49(6):585-588

・ ‌�Nanashima A, Tobinaga S, Masuda J, Miyaaki H, Taura N, Takeshita H, Hidaka S, Sawai 
T, Nakao K, Nagayasu T. : Selecting treatment for hepatocellular carcinoma based on 
the results of hepatic resection and local ablation therapy. J Surg Oncol. 2010 May 
1;101(6):481-5

・ ‌�Akahoshi H, Taura N, Ichikawa T, Miyaaki H, Akiyama M, Miuma S, Ozawa E, Takeshita 
S, Muraoka T, Matsuzaki T, Ohtani M, Isomoto H, Matsumoto T, Takeshima F, Nakao K.: 
Differences in prognostic factors according to viral status in patients with hepatocellular 
carcinoma. Oncol Rep. 2010 May;23(5):1317-23.

・ ‌�Nanashima A, Abo T, Tobinaga S, Kunizaki M, Hidaka S, Nonaka T, Miuma S, Taura 
N, Miyaaki H, Nakashima M, Sawai T, Nakao K, Nagayasu T. : Relationship between 
period of survival and clinicopathological characteristics in patients with hepatocellular 
carcinoma who underwent hepatectomy. Hepatogastroenterology. 2010 May-
Jun;57(99-100):540-6.

・ ‌�Akiyama M, Ichikawa T, Miyaaki H, Motoyoshi Y, Takeshita S, Ozawa E, Miuma S, Shibata 
H, Taura N, Nakao K: Relationship between regulatory T cells and the combination 
of pegylated interferon and ribavirin for the treatment of chronic hepatitis type C. 
Intervirology;53: 154-60, 2010 June

・ ‌�Yamashita H, Furusu A, Nishino T, Obata Y, Miyazaki M, Ichinose H, Higashiyama Y, 
Ishino T, Koizumi N, Hirakata Y, Kohno S. : Two patients who developed leptospirosis-
associated acute renal failure within the same season. Intern Med. 2010;49(12):1143-7. 
Epub 2010 Jun 15.

・ ‌�Miyaaki H, Ichikawa T, Taura N, Yamashima M, Arai H, Obata Y, Furusu A, Hayashi H, 
Kohno S, Nakao K. : Diffuse liver metastasis of small cell lung cancer causing marked 
hepatomegaly and fulminant hepatic failure. Intern Med. 2010;49(14):1383-6. Epub 2010 
Jul 15.

・ ‌�Obata Y, Furusu A, Nishino T, Ichinose H, Ohnita A, Iwasaki K, Taguchi T, Kohno S. : 
Membranous nephropathy and Kimura's disease manifesting a hip mass. A case report 
with literature review. Intern Med. 2010;49(14):1405-9. Epub 2010 Jul 15. Review.

・ ‌�Nakamura H, Ichikawa T, Nakamura T, Kawakami A, Iwamoto N, Matsuzaki T, Miyaaki H, 
Yamasaki S, Ida H, Eguchi S, Hayashi T, Nakao K, Kanematsu T, Eguchi K. : Macrophage-
dominant sialadenitis in human T-cell leukemia virus type I-associated myelopathy afte 
living-donor liver transplantation. : Transplant Proc. 2010 Sep:42(7):2797-9

・ ‌�Ichikawa T, Naota T, Miyaaki H, Miuma S, Isomoto H, Takeshima F, Nakao K. : Effect 
of an oral branched chain amino acid-enriched snack in cirrhotic patients with sleep 
disturbance. Hepatol Res. 2010 Oct;40(10)971-8.

・ ‌�Kitamura M, Furusu A, Hirose M, Nishino T, Obata Y, Uramatsu T, Kohno S. : A case of 
reversible posterior leukoencephalopathy syndrome in a patient on peritoneal dialysis. 
Clin Exp Nephrol. 2010 Dec;14(6):633-6. Epub 2010 Nov 12.

・ ‌�Arai H, Furusu A, Nishino T, Obata Y, Nakazawa Y, Nakazawa M, Hirose M, Abe K, Koji 
T, Kohno S. Thalidomide prevents the progression of peritoneal fibrosis in mice. Acta 
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Histochem Cytochem. 2011 Apr 28;44(2):51-60. Epub 2011 Apr 21. PubMed PMID: 
21614166; PubMed Central PMCID: PMC3096082.

・ ‌�Nishino T, Obata Y, Kohno S. New strategy for encapsulating peritoneal sclerosis from 
the perspective of hormone receptor expression in peritoneal tissue. Perit Dial Int. 2011 
May;31(3):265-6. PubMed PMID: 21555413.

・ ‌�Obata Y, Furusu A, Miyazaki M, Nishino T, Kawazu T, Kanamoto Y, Nishikido M, Taguchi T, 
Kohno S. Glomerulocystic kidney disease in an adult with enlarged kidneys: a case report 
and review of the literature. Clin Nephrol. 2011 Feb;75(2):158-64. Review. PubMed 
PMID: 21255546.

・ ‌�Matsushima K, Isomoto H, Inoue N, Nakayama T, Hayashi T, Nakayama M, Nakao K, 
Hirayama T, Kohno S.：MicroRNA signatures in Helicobacter pylori-infected gastric 
mucosa.（著）, International Journal of Cancer, 128 巻 2号 361頁 -370 頁 , 2011 年 01月

・ ‌�Ishii H, Isomoto H, Taniguchi H, Kinoshita N, Matsushima K, Taguchi J, Miyazaki Y, Nakao 
K.：Gastrointestinal: Gastroduodenal involvement of ALK-positive anaplastic large cell 
lymphoma.( 共著 ), Journal of Gastroenterology and Hepatology, 2011 年 05月

・‌�浜田久之　準備、フィジカルアセスメントの基本【バイタルサイン・身体診察（総論、各論）】　薬剤
師がはじめるフィジカルアセスメント　P8-13,18-49　2011年 7月 20日発行

・‌�宮明寿光　消化器系の副作用　薬剤師がはじめるフィジカルアセスメント　P90-95　2011 年 7月
20日発行

・‌�小畑陽子　腎臓頚の副作用　薬剤師がはじめるフィジカルアセスメント　P95-100　2011 年 7月
20日発行

・ ‌�Fusamae J, Nishino T, Uramatsu T, Obata Y, Furusu A, Sakamoto I, Kohno S. : [Case in 
which renal function improved following stent-graft placement in the aorta two months 
after the onset of stanford type B acute aortic dissection]. Nihon Jinzo Gakkai Shi. 
2011;53(8):1164-9.

・‌�北原隆志、江頭かの子、浜田久之、児玉幸修、龍恵美、中村忠博、佐々木均、河野茂　長崎県下にお
ける薬剤師のためのフィジカルアセスメント修得コースの構築とその評価　医療薬学第 37巻第 11
号　37（11）617-624　2011年 11月 10日

・‌�長坂隆史、浜田久之、前田富士子、三浦恵子、加茂ゆかり、田畑信幸、森彩、松島篤子、江﨑宏典　
中堅看護師のためのキャリア開発ワークショップの試み　国立病院機構長崎医療センター医学雑誌第
13巻第 1号　13：57-62,2011 年 12月

・‌�小澤寛樹、森内浩幸、浜田久之、今村明、柴原誠一郎、小柳憲司、松坂哲應、長野真基子、今村芳博、
大塚俊弘　長崎県子どもの心の診療拠点病院群　子どもの心の診療医養成コース　研修ワークブック
P44　（編集　浜田久之、大塚俊弘）2011年 12月

・ ‌�Kitamura M, Nishino T, Obata Y, Furusu A, Hishikawa Y, Koji T, Kohno S. : Epigallocatechin 
gallate suppresses peritoneal fibrosis in mice. Chem Biol Interact. 2012 Jan 5;195(1):95-
104. doi: 10.1016/j.cbi.2011.11.002.

・ ‌�Hirose M, Nishino T, Uramatsu T, Obata Y, Kitamura M, Kawazu T, Miyazaki M, Taguchi 
T, Kohno S. : A case of minimal change nephrotic syndrome with immunoglobulin A 
nephropathy transitioned to focal segmental glomerulosclerosis. Clin Exp Nephrol. 2012 
Jun;16(3):473-9.

・ ‌�Obata Y, Nishino T, Kushibiki T, Tomoshige R, Xia Z, Miyazaki M, Abe K, Koji T, Tabata 
Y, Kohno S. : HSP47 siRNA conjugated with cationized gelatin microspheres suppresses 
peritoneal fibrosis in mice. Acta Biomater. 2012 Jul;8(7):2688-96.

・ ‌�Nishino T, Ashida R, Obata Y, Furusu A, Abe K, Miyazaki M, Koji T, Kohno S. : Involvement 
of lymphocyte infiltration in the progression of mouse peritoneal fibrosis model. Ren Fail. 
2012;34(6):760-6. doi: 10.

・ ‌�Nishino T, Obata Y, Furusu A, Hirose M, Shinzato K, Hattori K, Nakamura K, Matsumoto 
T, Endo F, Kohno S. : Identification of a novel mutation and prevalence study for fabry 
disease in Japanese dialysis patients. Ren Fail. 2012;34(5):566-70. doi:

・ ‌�Nakazawa Y, Nishino T, Obata Y, Nakazawa M, Furusu A, Abe K, Miyazaki M, Koji T, 
Kohno S. : Recombinant human erythropoietin attenuates renal tubulointerstitial injury 
in murine adriamycin-induced nephropathy. J Nephrol. 2012 Jun 8:0. doi: 10.5301/
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jn.5000178.
・ ‌�Nishino T, Minami K, Uramatsu T, Obata Y, Arai H, Sakamoto N, Taguchi T, Kohno S. : An 

elderly patient with diabetic nephropathy complicated by ANCA-associated nephritis. 
Intern Med. 2012;51(10):1227-32.

・ ‌�Nishino T, Shinzato T, Ohta Y, Yamashita H, Obata Y, Shinzato K, Kohno S. : A case of 
acute kidney injury with marked hyperuricemia during mizoribine administration. Intern 
Med. 2012;51(10):1239-43.

・ ‌�Nishino T, Shinzato T, Uramatsu T, Obata Y, Arai H, Hayashida T, Kohno S.: Bacterial 
peritonitis due to duodenal perforation by a fish bone in an elderly peritoneal dialysis 
patient. Intern Med. 2012;51(13):1715-9.

・ ‌�Inoue K, Torii K, Yoda A, Kadota K, Nakamichi S, Obata Y, Nishino T, Migita K, Kawakami 
A, Ozono Y : Familial mediterranean fever with onset at 66 years of age. Intern Med. 
2012;51(18):2649-53

・ ‌�Norimura D, Fukuda E, Yamao T, Ozawa E, Sato S, Moriuchi Y, Iwasaki K, Niino D, 
Matsushima K, Akazawa Y, Yamaguchi N, Ohnita K, Isomoto H, Takeshima F, Shikuwa S, 
Nakao K. : Primary gastric follicular lymphoma manifesting as a submucosal tumor-like 
lesion. Dig Endosc. 2012 Sep;24(5):389. doi:

・ ‌�Hirose M, Nishino T, Obata Y, Nakazawa M, Nakazawa Y, Furusu A, Abe K, Miyasaki 
M, Koji T, Kohno S.： 22-OXACALCITRIOL PREVENTS PROGRESSION OF PERITONEAL 
FIBROSIS IN A MOUSE MODEL. Perit Dial Int. 2012 Oct 2.
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③キャリア支援室が主催した教育ワークショップ

開催日 研修会等名称 参加
人数

H21.2.21 若手医師のための救急、エコー、手技セミナー（学内） 49
H21.4.29 若手医師のための心電図、心血管エコーセミナー（学内） 33
H21.7.4 若手医師のための EBMセミナー（学内） 39
H21.10.3 若手医師のための内視鏡＆エコーセミナー（学内） 35
H21.11.17 若手医師のためのセミナー（学外） 7
H22.2.7 若手医師のための診察セミナー（学内） 27

H22.3.4 講演会「質的研究とは何か
～臨床研究と医療者教育研究におけるその可能性～」 15

H22.4.2 長崎大学病院初期研修オリエンテーション（シミュレーション実習） 4

H22.4.9 長崎大学病院初期研修オリエンテーション（ワークショップ・シミュレー
ション実習） 39

H22.4.15 若手医師のためのDynaMedの使い方セミナー（学外） 4
H22.4.19 医と社会　プロフェッショナリズム 105
H22.4.25 若手医師のための心電図セミナー（学内） 42
H22.5.15 若手医師のための輸液セミナー（学内） 62
H22.5.25 講演：カナダのプライマリケアセミナー　日本と北米の臨床研修の違い（学内） 10
H22.5.26 若手医師のための IVHセミナー（学外） 4
H22.6.30 若手医師のための IVHセミナー（学外） 4
H22.7.9 若手医師のためのプレゼンセミナー（学内） 58

H22.7.23-24 長崎大学病院群臨床研修指導医養成のための講習会（学外） 40
H22.7.29 若手医師のための小児セミナー（学外） 4
H22.8.6 長崎大学病院キッズセミナー（学内） 43
H22.8.31 若手医師のための EBMセミナー（学外） 4
H22.9.23 若手医師のための EBMセミナー（学内） 26
H22.10.6 医療者教育・国際ワークショップ（学内） 20
H22.11.25 若手医師のための整形（骨折）セミナー（学外） 5
H23.1.12 講演：若手医師が集う長崎県となるために（学内） 54
H23.1.19 若手医師のための整形（捻挫）セミナー（学外） 9
H23.1.29 県民公開講座「さぁ、今日からメタボとがんを予防しよう！」（学外） 200
H23.2.5 救急初療コース（T&A）（学内） 19
H23.2.20 長崎・佐賀若手医師のための診察セミナー（学内） 28
H23.3.3 若手医師のためのバッドニュースの伝え方セミナー（学外） 9

H23.4.1-11 長崎大学病院初期研修オリエンテーション 36
H23.4.19 医と社会　プロフェッショナリズム 120
H23.4.30 若手医師のための心電図セミナー（学内） 43
H23.5.24 若手医師のためのDynaMed説明会（学内） 6
H23.6.18 研修医、新人看護師のための合同研修会（学内） 78
H23.7.27 若手医師のための腹部エコーセミナー（学外） 7
H23.8.19 長崎大学病院キッズセミナー 47
H23.8.26 若手医師のための ERセミナー（学内） 61
H23.9.15 若手医師のための IVHエコーセミナー（学外） 7
H23.9.20 いのちの授業（佐古小学校生徒向け） 87
H23.10.21 若手医師のための輸液管理セミナー（学内） 70
H23.11.4 “ 留学 ” のための情報提供セミナー（学内） 23

H23.11.25-26 長崎大学病院群臨床研修指導医養成のための講習会（学外） 38
H23.12.10 第 2回メディカルラリー（学内） 19
H23.12.19 懇談会　女性医師と語り合おう（共催） 50
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④キャリア支援室が協力した教育ワークショップ

開催日 研修会等名称 参加
人数

H24.1.14 平成 23年度ながさき女性医師の会講演会　市民公開講座（後援） 100
H24.1.23 若手医師のための身体診察セミナー（学内） 10
H24.2.10 若手医師のための漢方セミナー（学内） 28
H24.2.11 第 2回救急初療コース（T&A）（学内） 19
H24.2.24 北米研修医による講演会（共催） 10
H24.3.2 指導医のためのエルゼビア・プロシージャーズ説明会（学内） 6
H24.5.3 第 16回長崎・佐賀若手医師のための実力アップセミナー 47
H24.6.12 将来 “ 留学を考えている医学生＆研修医＆若手医師へのアドバイス 15
H24.6.19 薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会 25
H24.6.23 研修医＆新人看護師合同研修会 72
H23.7.3 薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会 25
H23.7.17 薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会 25
H24.8.20 キッズセミナー 49
H24.9.5 オタワ大学短期臨床研修報告会（共催） 10
H24.9.26 第 17回長崎・佐賀若手医師のための実力アップセミナー 21
H24.9.28 コメディカルのための吸引講習会 19
H24.11.19 懇談会「医学生・研修医をサポートするための会」（共催） 60
H24.12.6 第 18回長崎・佐賀若手医師のための実力アップセミナー 18
H24.12.8 第 3回メディカルラリー 16
H24.12.21 平成 24年度第 1回長崎大学病院あじさいプロジェクト講演会（共催） 65
H24.1.20 第 19回長崎・佐賀若手医師のための実力アップセミナー － 
H24.2.2 第 3回救急初療（T&A）コース － 

開催日 研修会等名称

H21.11.1 長崎大学骨折治療勉強会
H21.11.17 TRI シミュレーター講習会
H22.2.24 第 2回長崎薬剤師フィジカルアセスメント研究会
H22.3.17 第 3回長崎薬剤師フィジカルアセスメント研究会
H22.4.7 長崎医療センター　理想の医師像ワークショップ、プロフェッショナル講義

H22.6.11 長崎医療センター　現場における臨床教育について
～現場での臨床教育の問題点の論理的な中室及び解決に向けての方法～

H22.9.10 長崎医療センター　キャリア開発支援プログラムの企画・立案について
H22.9.25-26 長崎医療センター　研修医指導医合宿
H23.4.23 第 4回ざっくばらん家庭医療勉強会 in 長崎
H23.8.10 平成 23年度長崎大学医学部 1年生夏季セミナー
H23.9.7 第 2回薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会
H23.9.28 薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会（第 3回） 
H23.10.5 薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会（第 4回） 
H23.10.19 薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習会（第 5回） 
H23.11.4 “留学”のための情報提供セミナー
H23.11.25 長崎女性医師の会講演会
H24.1.14 平成 23年度ながさき女性医師の会講演会　市民公開講座
H24.9.24 平成 24年度第 1回復職支援トレーニング
H24.11.3 子どもの心　2ＤＡＹセミナー
H24.11.12 平成 24年度第 2回復職支援トレーニング
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⑤キャリア支援室が協力した学術講演会
日付 製薬会社 講演会名

1 H21.2.28 大日本住友製薬（株） 第 5回長崎腰痛セミナー
2 H21.2.4 トーアエイヨー（株） 大規模臨床試験データの見方とその考え方
3 H21.2.5 大日本住友製薬（株） 第 3回長崎難治性感染症研究会
4 H21.2.27 第一三共（株） 第 10回長崎画像診断研究会
5 H21.2.13 大日本住友製薬（株） 食後高血糖フォーラム 2009in 長崎

6 H21.2.18 （株）ツムラ 「気・血・水、消化器疾患の漢方治療」
H21.3.11 「診察の実際、女性の不定愁訴の漢方治療」

7 H21.3.5 ノバルティスファーマ（株） 「JSH ガイドライン 2009 から考える高
血圧治療戦略－合剤の位置づけ－」

8 H21.3.5 第一三共（株） 長崎県の生活習慣病を考える３
9 H21.4.3 （株）ツムラ 世界へ発信する六君子湯の EBM
10 H21.4.9 エーザイ（株） ワーファリン　日本心電学会共催セミナー
11 H21.4.14 トーアエイヨー（株） NAGASAKI arrhythmia conference
12 H21.6.13 アステラス製薬（株） 諫早若手医師（初期・後期研修医）セミナー

13 H21.6.12 アストラゼネカ（株） GERD　Forum － 2009GERD ガ イ ド
ラインから見た新しい治療戦略ー

14 H21.6.19
ボストン・サイエンティフィック　
ジャパン（株）ニューロバスキュ
ラー・オンコロジー事業部

長崎脳血管障害治療研究会

15 H21.8.1 フクダ電子（株） 呼吸・循環セミナー
16 H21.8.4 （株）ツムラ 産婦人科漢方セミナー
17 H21.9.8 大日本住友製薬（株） 第 6回長崎喘息研究会
18 H21.8.27 第一三共（株） HYPERTENSION MEETING in Nagasaki
19 H21.9.28 ノバルティスファーマ（株） ARB Forum 2009 in NAGASAKI

20 H21.11.25 大日本住友製薬（株） 第三回 Trends of Cardiovascular
Disease in Nagasaki

21 H21.12.10 アステラス製薬（株） Symbicort Symposium
22 H21.12.15 武田薬品工業（株） 第 8回長崎骨粗鬆セミナー特別講演会
23 H22.1.18 第一三共（株） 長崎 STDセミナー
24 H21.12.16 大正富山医薬品（株） Medical Symposium in NAGASAKI
25 H21.12.25 テルモ（株） TRI シミュレーター講習会

26

H22.2.15

（株）ツムラ

漢方基礎講座①（陰陽虚実について）周
産期と漢方

H22.3.15 漢方基礎講座②（気血水の考え方）不定
愁訴と漢方

H22.4.5 漢方を上手く使うコツ（診療の実際）月
経に関する漢方

27 H22.2.2 武田薬品工業（株） 全国 TV講演会
28 H22.2.10 大正富山医薬品（株） 第 6回長崎県小児感染治療懇話会
29 H22.2.16 バイエル薬品（株） 第１回長崎心血管病フォーラム
30 H22.2.19 （株）三和化学研究所 第 23回長崎県糖尿病治療研究会
31 H22.3.4 小野薬品工業（株） メタボリック症候群と排尿障害
32 H22.3.3 大日本住友製薬（株） 第 6回長崎腰痛セミナー
33 H22.3.19 ノバルティスファーマ（株） Diabetes and Hypertension What's New?
34 H22.3.26 大塚製薬（株） 第 10回長崎腎癌研究会
35 H22.4.28 大塚製薬（株） 長崎脳卒中治療研究会 -EXTRA-
36 H22.3.12 大正富山医薬品（株） 第 7回脊椎研究会
37 H22.5.17 ノバルティスファーマ（株） New Evidence in Japan KYOTO HEART STUDY
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日付 製薬会社 講演会名

38 H22.7.30 （株）ツムラ 六君子湯フォーラム～消化器疾患の
QOLを考える～

39 H22.6.22 アストラゼネカ（株） より良い動脈硬化へのアプローチを目指
して

40 H22.7.30 小野薬品工業（株）
長崎大学病院における外来化学療法の現
状／進行非小細胞肺がんに対する化学療
法と支持療法に関する最新の話題

41 H22.7.29 第一三共（株） 長崎レスピラトリーキノロン・シンポジ
ウム

42 H22.7.8 大正富山医薬品（株） 第 3回長崎非結核性抗酸菌研究会
43 H22.7.23 バイエル薬品（株） 第 20回感染症懇話会
44 H22.9.10 大日本住友製薬（株） 第 1回 Live Forum in Nagasaki
45 H22.9.30 大日本住友製薬（株） 第 7回長崎喘息研究会

46 H22.10.6 小野薬品工業（株） 第 7回 SIRS/ 急性肺障害（ALI）シンポ
ジウム in NAGASAKI

47 H22.10.28 小野薬品工業（株） 長崎ロイコトリエン研究会
48 H22.10.12 ノバルティスファーマ（株） 第７回長崎臓器保護研究会

49 H22.11.5 大日本住友製薬（株） 第 4回 Trends of Cardiovascular
 Disease in Nagasaki

50 H22.11.16 ケーシーアイ（株） 長崎局所陰圧療法研究会　第 1回研究会
51 H22.12.8 ノバルティスファーマ（株） 高血圧学術講演会
52 H23.1.14 第一三共（株） 第 11回長崎画像診断研究会
53 H23.2.2 大日本住友製薬（株） 第 7回長崎腰痛セミナー
54 H23.2.3 小野薬品工業（株） 第 5回長崎Airway　Forum
55 H23.2.16 小野薬品工業（株） 第 3回佐世保Airway　Forum

56 H23.3.3 大塚製薬 ( 株 )、ガルデルマ（株）、
塩野義製薬（株） NAGASAKI ACNE FORUM

57 H23.4.8 小野薬品工業（株） Pelvic Health ～新医治療のコンセプト

58 H23.6.26 スミス・アンド・ネフュー　オーソ
ペディックス株式会社

PERI-LOC Ti ロッキングプレートシステ
ムを用いた治療法

59 H23.7.1 株式会社三和化学研究所 第 27回長崎県糖尿病治療研究会
60 H23.7.12 MSD株式会社 長崎尿酸と高血圧フォーラム
61 H23.9.1 MSD株式会社 第 12回骨粗鬆特別講演会
62 H23.7.15 大日本住友製薬（株） メトグルコ発売 1周年記念講演会 in 長崎
63 H23.7.6 バイエル薬品（株） 第 21回感染症懇話会
64 H23.7.1 エーザイ（株） 第 6回長崎皮膚・膠原病フォーラム
65 H23.7.7 武田薬品工業（株） 全国 TV講演会
66 H23.8.23 MSD株式会社 第 14回長崎循環器セミナー
67 H23.8.29 小野薬品工業（株） リバスチグミン発売記念講演会
68 H23.9.2 小野薬品工業（株） 血液腫瘍制吐療法研究会
69 H23.9.16 大日本住友製薬（株） 第 2回 Liver Forum in Nagasaki
70 H23.9.28 小野薬品工業（株） 第 14回ロイコトリエン研究会
71 H23.10.5 MSD株式会社 第 1回 NAGASAKI ENT forum
72 H23.10.6 小野薬品工業（株） 続発性骨粗鬆治療研究会
73 H23.10.18 MSD株式会社 第 11回　長崎Asthma研究会
74 H23.11.2 興和創薬（株） 長崎めまい講演会 2011
75 H23.11.4 トーアエイヨー（株） 2011Seminar NAGASAKI Cardiac Failure

76 H23.11.9 大日本住友製薬（株） 第 5回 Trends of Cardiovascular
 Disease in Nagasaki
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日付 製薬会社 講演会名
77 H23.11.12 MSD株式会社 長崎キュビシン発売記念講演会
78 H23.11.22 中外製薬（株） 第 8回トシリズマブ適正使用研究会
79 H23.12.2 ファイザー（株） 若手医師・医学生のための乳腺外科セミナー
80 H24.2.13 コヴィディエンジャパン（株） 創閉鎖における解剖と手技習得に向けて
81 H24.2.29 大日本住友製薬（株） 第 8回長崎腰痛セミナー
82 H24.2.22 小野薬品工業（株） 第 6回長崎Airway Forum
83 H24.4.5 中外製薬（株） 骨とビタミンD講演会
84 H24.5.21 小野薬品工業（株） 長崎県コアベータ発売記念講演会
85 H24.6.21 中外製薬（株） 第 9回トシリズマブ適正使用研究会
86 H24.6.20 中外製薬（株） 第 15回長崎臨床腫瘍学セミナー
87 H24.7.11 バイエル薬品（株） イグザレルト錠新発売記念講演会
88 H24.7.27 バイエル薬品（株） 第 22回感染症懇話会
89 H24.7.20 小野薬品工業（株） 長崎排尿障害学術講演会
90 H24.7.26 小野薬品工業（株） リバスタッチ発売 1周年記念講演会
91 H24.9.5 大日本住友製薬（株） 第 9回長崎喘息研究会

92 H24.8.18 小野薬品工業（株） 長崎・諫早地区　病院研修医・若手医師
のための糖尿病・内分泌セミナー

93 H24.8.29 MSD株式会社 第 13回骨粗鬆特別講演会
94 H24.8.21 田辺三菱製薬（株） 第 2回 Infliximab Nurse Seminar
95 H24.10.4 大日本住友製薬（株） 第 3回 Liver Forum in Nagasaki
96 H24.9.7 MSD株式会社 第 15回長崎循環器セミナー
97 H24.10.5 小野薬品工業（株） がん制吐療法セミナー in 長崎
98 H24.9.21 武田薬品工業（株） 第 1回内視鏡修練の会

99 H24.9.26 武田薬品工業（株） Clinical Research Seminar
in Nagasaki 2012

100 H24.10.3 バイエル薬品（株） イグザレルト錠新発売記念講演会
101 H24.9.25 日本イーライリリー（株） 糖尿病患者の腎保護を考える

102 H24.11.8 田辺三菱製薬（株）、ヤンセンファー
マ（株） Biologics User's Forum on RA in 長崎

103 H24.11.16 トーアエイヨー（株） 2012 seminar NAGASAKI Cardiac Failure

104 H24.11.22 ファイザー（株）、東芝メディカル
システムズ（株）、（株）メディコン 若手医師のための乳腺外科セミナー

105 H24.10.24 MSD株式会社 長崎実地臨床高血圧フォーラム

106 H24.11.22 大日本住友製薬（株） 第 6回 Trends of Cardiovascular
Disease in Nagasaki

107 H24.11.15 MSD株式会社 第 2回NAGASAKI ENT forum 
108 H24.11.19 MSD株式会社 健康寿命講座 in 長崎
109 H24.11.29 MSD株式会社 長崎尿酸と高血圧フォーラム
110 H24.11.29 中外製薬株式会社 第 10回トシリズマブ適正使用研究会
111 H24.12.7 三和化学研究所 第 31回長崎県糖尿病治療研究会
112 H25.2.13 大日本住友製薬（株） 第 7回長崎難治性感染症研究会
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　３）アカデミック分野の業績
【佐賀大学】
①学会・研究会等発表
・‌�コミュニケーション能力の向上を目的とした研修医による市民講座の紹介　第 41回日本医学教育学
会大会、2009 年 7月 25日　医学教育 40：補冊　江村　正、吉田和代、小泉俊三、松島俊夫、小
田康友

・‌�臨床研修医の知識マネジメントの現状について―研修医の知識と問題対応能力に関する全国調査結果
より　第 41回日本医学教育学会大会，2009 年 7月 25日　学教育 40：補冊　江村　正、トリブ
リサマワティ、長澤道行、名郷直樹、北井啓勝、津谷喜一郎、小泉俊三

・‌�シンポジウム「女性循環器医の離職リスクを回避するために」シンポジスト　「Let‘s Talk Together 
for Our Future; What We Should Do for the Women Medical Students and Junior 
Residents?-The Second Report」　第 73回日本循環器学会総会・学術集会、2009 年 3月 20－
22日　吉田和代

・‌�「研修医による臨床研修ワークショップ～ KJ 法と二次元展開法を用いた問題点の抽出と解決策の検
討～」　第 41回日本医学教育学会大会，2009年 7月 24－ 25日　吉田和代、江村正、松島俊夫

・‌�「女子医学生による女性医師のキャリア継続・復帰と支援に関する調査」　第 41回日本医学教育学
会大会、2009 年 7月 24－ 25日　吉田和代　佐賀大学医学部医学科　栗田愛理、小堀優子、徳永
真梨他　

・‌�シンポジウム「地域医療教育―その後」座長　堀内一郎　吉田和代　第 41回日本医学教育学会大会、
2009年 7月 24－ 25日

・‌�「洞不全症候群と心不全を発症した筋緊張性ジストロフィー患者の一例」　第 106回日本循環器学会
九州地方会　2009年 6月 27日　佐賀大学医学部循環器・腎臓内科　錦戸利幸、山本唯史、佐久間
理吏、橋本重正、吉田和代、井上晃男、野出孝一

・‌�「妊娠・手術を契機に臨床症状を呈した先天性ATⅢ欠損症の一例」　第 106回日本循環器学会九州
地方会，2009年 6月 27日　佐賀大学医学部　循環器・腎臓内科　多胡素子、中村郁子、小野槙子
佐久間理吏　橋本重正　吉田和代　井上晃男　野出孝一

・‌�シンポジウム～医療崩壊に対応する～若手医師に魅力的な循環器研修制度のあり方～　“General 
and Basic Cardiology Training in the Early Stage of Clinical Training is Important to 
Support the Medical Service”　第 74 回日本循環器学会総会、2010 年 3月 5～ 7日　Kazuyo 
Yoshida

・‌�「臨床研修中の妊娠・出産について考える」　第 42回日本医学教育学会大会、2010 年 7月 30～
31日　佐賀大学医学部附属病院　卒後臨床研修センター　吉田和代、久富万智子、江村正、松島俊
夫

・‌�「模擬患者グループの協力で行っている研修医のコミュニケーション教育の紹介」　第5回医療の質・
安全学会　2010年 11月 27～ 28日　江村正、吉田和代、松島俊夫、小田康友、小泉俊三

・‌�特別講演「これからを担う消化器専門医の育成：われわれの取り組みと課題」　日本消化器病学会　
九州支部例会、2010年 11月 12～ 13日　江口有一郎、水田敏彦、岩切龍一、小田康友、酒見隆信、

　吉田和代、江村正、松島俊夫、小泉俊三、藤本一眞、宮﨑耕治
・‌�「今、思い描く自分の未来像は？」　第 43回日本医学教育学会大会、2011年 7月 22日～ 23日　
吉田和代、増子貞彦

・‌�「地域医療体制を維持するために真に必要とされる循環器専門医とは」　第 59回日本心臓病学会学
術集会、2011年 9月 23日～ 25日　吉田和代、野出孝一

・‌�吉田和代、江村正　「Audience Response System (ARS) は循環器学の臨床前教育を魅力的にする
ツールである」　第 44回日本医学教育学会大会　2012年 7月 27～ 28日　

・‌�吉田和代、野出孝一　「Audience response System(ARS) を用いた心電図教育法」　第 60回日本
心臓病学会学術集会　2012年 9月 14～ 16日

②総説・著書・論文
・‌�江村正　小泉俊三監訳：10分間診断マニュアル第２版（翻訳）　鑑別のつかないプログラム　メディ
カルサイエンスインターナショナル 7-43,2009

・‌�江村正　地域密着型小病院における特定保健指導の実際と家庭医のかかわり　家庭医療　14：28-
34,2008

・‌�江村正　組織として医療機関に貢献できる医療マネジメント能力　総合診療医学　13：126-
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127,2008
・‌�江村正　低栄養ハイリスクの外来患者に対する栄養改善プログラムの開発と実施　日本プライマリ・
　ケア学会誌 32：117-121,2009　
・‌�吉田和代　循環器科を志す女子医学生・研修医のためにわれわれは何をすべきか　循環器専門医
17(1)  p.75-8, 2009　

③講演会
・‌�吉田和代　佐賀県医師会　女性医師勤務環境の整備に関する研修会、2008年 12月 11日　
　講演　吉田和代「女性医師の現状と支援へのとりくみ　私の体験を交えて」
・‌�吉田和代　「佐賀大学医学部附属病院女性医師の会について」　佐賀県医師会主催　女子医学生、
　女性研修医等をサポートする会　2010年１月 29日
・‌�吉田和代　「みんなで使えるコーチング」　宇部興産中央病院　2010年 3月 10日
・‌�吉田和代　「地域医療において求められる医師像」「先端医療の具体的事例について」　平成 22年度
　佐賀大学ジョイントセミナー 福岡県立小倉高等学校　2010年 10月 12日
・‌�吉田和代　琉球大学　女性医師支援のためのシンポジウム、2009年 3月 7日
　講演　「女性医師のキャリア支援のために我々は何をすべきか　～多様性を認めることの重要性～」　
　パネルディスカッション　パネリスト　吉田和代
・‌�吉田和代　「女性医師等就労支援事業について」
　佐賀県医師会主催　女子医学生、女性研修医等をサポートする会、2010年 12月 10日
・‌�吉田和代　「将来『女医さん』を目指す中高校生へ」　第 1回佐賀県女性医師等就労支援事業　シン
ポジウム、2011年 3月 12日

・‌�吉田和代　「クリッカーを用いた効果的な学生講義の実践法」　宮崎大学医学部 FD、2011 年 10月
26日

④セミナー指導医
・ ‌�2009 年 4月 29日　第 2回実力アップセミナー（長崎大学）
・ ‌�2009 年 7月 4日　第 3回実力アップセミナー（長崎大学）　
・ ‌�2009 年 10月 3日　長崎大学ミニシンポジウム（長崎大学）　
・ ‌�2009 年 9月 13日　ハートセイバーAEDコース（佐賀大学）　
・ ‌�2010 年 4月 25日　長崎・佐賀若手医師のための実力アップセミナー（長崎大学）
・ ‌�2011 年 4月 30日　長崎・佐賀若手医師のための実力アップセミナー（長崎大学）
・ ‌�2012 年 5月 3日　長崎・佐賀若手医師のための実力アップセミナー～（長崎大学）

⑤指導医講習会
・ ‌�2008 年 10月 11、12日　全日本病院協会　指導医養成のためのワークショップ
・ ‌�2008 年 10月 18、19日　九州厚生局　第 5回九州ブロック医師臨床研修指導医養成ワークショップ
・ ‌�2008 年 11月 8、9日　　全日本病院協会　指導医養成のためのワークショップ
・ ‌�2008 年 12月 20、21日　宮崎県臨床研修運営協議会　指導医養成のためのワークショップ
・ ‌�2009 年 1月 10、11日　　佐賀県臨床研修運営協議会　指導医養成のためのワークショップ
・ ‌�2009 年 11月 14、15日　全日本病院協会主催　臨床研修指導医講習会
・ ‌�2009 年 12月 5、6日　全日本病院協会主催　臨床研修指導医講習会
・ ‌�2009 年 12月 19、20日　宮崎県臨床研修運営協議会主催　H21年度指導医養成のためのワーク

ショップ
・ ‌�2010 年 1月 10、11日　佐賀県臨床研修運営協議会主催　第７回指導医養成のためのワークショッ

プ
・ ‌�2010 年 2月 6、7日　九州厚生局第７回九州ブロック医師臨床研修指導医養成ワークショップ
・ ‌�2010 年 10 月 23、24日　九州厚生局第 8回九州ブロック医師臨床研修指導医養成ワークショッ

プ
・ ‌�2010 年 11月 13、14日　社団法人全日本病院協会　臨床研修指導医講習会
・ ‌�2010 年 11月 27、28日　第 1回鹿児島県初期臨床研修連絡協議会臨床研修指導医養成講習会
・ ‌�2010 年 12月 18、19日　宮崎県臨床研修運営協議会指導医のための教育ワークショップ
・ ‌�2011 年 2月 5、6日　佐賀県臨床研修運営協議会主催第 8回指導医養成のためのワークショップ
・ ‌�2011 年 10月 23、24日　九州厚生局第 9回九州ブロック医師臨床研修指導医養成ワークショップ
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・ ‌�2011 年 11月 12、13日　社団法人全日本病院協会　臨床研修指導医講習会
・ ‌�2011 年 12月 17、18日　宮崎県臨床研修運営協議会指導医のための教育ワークショップ
・ ‌�2012 年 2月 4、5日　　佐賀県臨床研修運営協議会主催第 9回指導医養成のためのワークショッ

プ
・ ‌�2012 年 10月 20、21日　九州厚生局第 10回九州ブロック医師臨床研修指導医養成ワークショッ

プ

⑥その他
・ ‌�2010年 10月 3日　日本循環器学会九州支部　佐賀大学病院AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2010年 10月 9日　日本循環器学会九州支部　九州大学病院AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2010 年 11月 7日　日本循環器学会九州支部　NHO熊本医療センター　AHA－ BLS コースイン

ストラクター
・ ‌�2010 年 11月 20日　日本循環器学会九州支部　宮崎市郡医師会病院　AHA－ BLS コースインス

トラクター
・ ‌�2010 年 12月 11日　日本循環器学会九州支部　佐賀大学　AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2011 年 2月 27日　唐津東松浦薬剤師会　フィジカルアセスメント講習会　講師
・ ‌�2011 年 5月 14日　日本循環器学会九州支部　九州大学　AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2011 年 6月 11日　日本循環器学会九州支部　佐賀大学AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2011 年 6月 18、19日　日本循環器学会九州支部　済生会唐津病院　AHA－ ACLS コースインス

トラクター
・ ‌�2011年 7月 2、3日　日本循環器学会九州支部　九州大学　AHA－ACLSコースインストラクター
・ ‌�2011 年 8月 27、28日　日本循環器学会九州支部　佐賀大学　AHA－ ACLS コースインストラク

ター
・ ‌�2011 年 9 月 11日　日本循環器学会九州支部九州厚生年金病院　AHA－ BLS コースインストラク

ター
・ ‌�2011 年 10月 30日　佐賀県薬剤師会　フィジカルアセスメント講習会　講師
・ ‌�2012年2月25、26日　日本循環器学会九州支部　佐賀大学AHA－ACLSコースインストラクター
・ ‌�2012 年 3月 17日　第 76回日本循環器学会学術集会市民公開講座インストラクター
・ ‌�2012 年 4月 28日　日本循環器学会九州支部　九州大学AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2012 年 6月 2日　日本循環器学会九州支部　佐賀大学AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2012 年 7月 1日　日本循環器学会九州支部　琉球大学AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2012 年 7月 7、8日　日本循環器学会九州支部　佐賀大学AHA－ ACLS コースインストラクター
・ ‌�2012 年 7月 22日　日本循環器学会九州支部　福岡山王病院ハートセイバーAEDコース
　インストラクター
・ ‌�2012 年 8月 26 日　日本循環器学会九州支部　熊本医療センターAHA－ BLS コースインストラ

クター
・ ‌�2012 年 9月 2日　日本循環器学会九州支部　九州大学AHA－ BLS コースインストラクター
・ ‌�2012 年 9月 30日　日本内科学会内科救急 ICLS コース　福岡大学コースインストラクター
・ ‌�2012 年 4月 22日　佐賀県薬剤師会　フィジカルアセスメント講習会　講師
・ ‌�2012 年 8月 19日　佐賀県薬剤師会　フィジカルアセスメント講習会　講師
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卒後臨床研修センター主催
日付 セミナー等名称 参加人数

H21.7.29 教育セミナー「薬剤の相互作用について」 50
H21.11.25 第１回輸液セミナー「輸液とは」 80
H21.12.7 エピペン講習会 48
H22.2.2 肝移植セミナー 26
H22.2.4 救急に関する講演会 80
H22.2.18 CPC講習会 69
H22.6.10 輸液セミナー第１回「水・電解質輸液」 16
H22.4.6 講演会「言葉は心」 約 300
H22.5.27 医学英語セミナー「研修医から始めるGlocal Englishi」 約 80
H22.6.9 腹部エコーセミナー 5
H22.7.8 輸液セミナー第２回「栄養の基礎」 10
H22.7.5 心電図判読レクチャー 不明
H22.7.28 腹部エコーセミナー 3
H22.8.2 CV穿刺トレーニング 15
H22.8.12 輸液セミナー第３回「TPN（total parenteral neutrition）」 16
H22.8.18 腹部エコーセミナー 5
H22.9.30 輸液セミナー第４回「EN（Enteral Nutrition)」 6
H22.10.27 腹部エコーセミナー 6
H22.10.28 輸液セミナー第５回「peripheral parenteral nutrition（末梢静脈栄養）」 13
H22.11.9 外来診療スキルアップセミナー「風邪」 5
H22.11.10 腹部エコーセミナー 4
H22.11.16 外来診療スキルアップセミナー「腹痛」 12
H22.11.29 「危ない頭痛」 19
H22.12.1 外来診療スキルアップセミナー「吐き気、嘔吐」 3
H22.12.8 腹部エコーセミナー 4
H22.12.14 外来診療スキルアップセミナー「発熱」 3
H23.1.7 外来診療スキルアップセミナー「めまい」 2
H23.1.12 腹部エコーセミナー 4
H23.1.18 外来診療スキルアップセミナー「腰痛」 3

H23.1.26 AHA心肺蘇生法ガイドライン 2010の主な変更点について“A-B-C
から C-A-B へ” 10

H23.2.2 講演会「米国での研修医の生活と米国への挑戦」 21
H23.6.28 小児科 15分レクチャー「小児によくある症状への対症療法」 14
H23.11.8 教育セミナー「放射線をめぐる安全管理」 46
H24.1.24 研修医向けCPC 57
H24.3.8 特定共同指導とカルテの書き方 42
H24.5.16 安全管理研修「輸液ルートとその管理について」 30

H24.6.22 卒後臨床研修セミナー「君たちは覚えているか !? 学生時代のめまい
の授業を」 7

H24.7.2 ACLS 事前学習会 8
H24.7.3 ACLS 事前学習会 3
H24.7.4 ACLS 事前学習会 4
H24.7.10 AZE　３D画像講習会 26
H24.7.11 AZE　３D画像講習会 32
H24.11.20 AZE　３D画像講習会 22
H24.11.21 AZE　３D画像講習会 23
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卒後臨床研修センター共催
日付 セミナー等名称 参加人数

H21.5.19 BLS 講習会（救急部） 5
H21.6.19 BLS 講習会（救急部） 5
H21.6.26 麻酔シミュレーションセミナー 22
H21.7.1 髄液検査の適応・禁忌・実践 15
H21.7.21 BLS 講習会（救急部） 5

H21.7.28 長崎大学・佐賀大学 TV会議講演会「感染症と検査について」「感染
対策と感染症診療について」 10

H21.9.14 内視鏡レクチャー 7
H21.9.15 BLS 講習会（救急部） 4
H21.9.17 第１回血管吻合練習会、合同開催Micro Surgery 講習会 15
H21.10.7 内視鏡レクチャー 7
H21.10.7 エコーレクチャー 1
H21.10.7 腰椎穿刺レクチャー 3
H21.10.20 BLS 講習会（救急部） 5
H21.10.28 エコーハンズオン勉強会 30
H21.11.17 BLS 講習会（救急部） 4
H21.11.18 腹部エコーハンズオンセミナー 7
H21.11.24 肝臓セミナー「肝機能異常に遭遇したら・・・」 12
H21.11.27 血管吻合練習会 5
H21.12.4 肝臓セミナー「ウイルス性肝炎の診断と治療」 10
H21.12.8 第３回形成外科セミナー 5
H21.12.14 眼力開発講座 13

H21.12.15 肝臓セミナー「肝疾患に対する栄養計画ワークショップ、アミノ製
剤の使用方法」 4

H22.2.24 第 2回血管吻合練習会 5
H22.3.23 第１回脳血管内治療トレーニングセミナー 7
H22.5.21 ルンバールくんセミナー「チーム医療」 13
H22.8.9 ウェブカンファレンス「ステロイドの使い方」 4
H22.7.22 ウェブカンファレンス「研修医のためのがん疼痛治療の実際」 8
H22.9.15 第３回血管吻合練習会 不明
H22.10.22 形成外科「第１回皮膚、真皮縫合入門講座」 11
H23.1.5 国連で働く先輩から学ぼう 25
H23.1.21 形成外科「第２回　皮膚、真皮縫合入門講座」 15
H23.1.21 日本医科大学形成外科　百束教授講演会 38

H23.1.25 ピッツバーグ大学メディカルセンター　家庭医&総合内科医による
講演会（総合内科） 36

H23.2.8 平成 22年度　第二回医薬品安全使用のための研修会、卒後臨床研
修センター研修会　合同研修会 不明

H23.3.9 TEE 講演会（麻酔科、胸部外科） 48
H23.4.20 第 5回血管吻合練習会 11
H23.4.25 脳卒中チーム　脳卒中救急診療レクチャー 19
H23.5.25 院内ウエットラボトレーニング 12
H23.5.26 皮膚科 15分セミナー 30
H23.5.26 第 3回　九州総合診療研究会 9
H23.6.10 皮膚、真皮縫合入門講座 22
H23.7.27 脳卒中チーム　脳卒中救急診療レクチャー 10
H23.7.28 女医さんと Tea Party 16
H23.9.14 地域医療支援学講座　総合内科ミニレクチャー 25
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日付 セミナー等名称 参加人数
H23.9.16 皮膚、真皮縫合入門講座 14
H23.11.9 脳卒中チーム　脳卒中救急診療レクチャー 20
H23.11.29 PICC挿入ハンズオンセミナー 47
H23.12.15 第 4回総合診療研究会 5
H24.1.13 皮膚、真皮縫合入門講座 17
H24.2.27 LiveOnSemminar 心不全における体液管理の要点 8
H24.4.18 脳卒中救急診療レクチャー 16
H24.4.24 九大グランドラウンド「消化管癌の治療と診断」 4
H24.5.22 九大グランドラウンド「関節リウマチ：治療の進展と問題点」 4
H24.5.25 皮膚・真皮縫合入門講座 28
H24.6.21 第５回　九州総合診療研究会 8

H24.6.26 九大グランドラウンド「糖尿病の心理社会的側面『うつ』中心に」
「臨床に役立つ医療統計」 5

H24.7.2 脳卒中救急診療レクチャー 17
H24.7.10 ３D画像勉強会 26
H24.7.11 ３D画像勉強会 9

H24.7.24 九大グランドラウンド「頭痛～代表的頭痛の診断と治療～」
「臨床に役立つ医療統計」 5

H24.8.24 皮膚・真皮縫合入門講座 11
H24.8.28 九大グランドラウンド「CKD治療における積極的脂質管理の意義」 3

H24.9.25 九大グランドラウンド「抗菌薬の副作用」
「研修医のメンタルヘルス ～休職と復職を経験して～」 5

H24.10.1 脳卒中救急診療レクチャー 18
H24.11.27 九大グランドラウンド「漢方」 1
H24.12.13 第６回　九州総合診療研究会 7
H24.12.25 九大グランドラウンド「ペインコントロール」 　
H25.1.25 皮膚・真皮縫合入門講座 　
H25.2.26 九大グランドラウンド「喘息」 　
H25.3.26 九大グランドラウンド「輸液と栄養」「クレーム対応」 　
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卒後臨床研修センター開催協力
日付 セミナー等名称

H22.5.9 AHA-BLS コース
H22.6.1 救急部「救急初療学習塾」
H22.7.11 AHA-BLS コース

H22.8.7 ～ 8 AHA-ACLS コース
H22.8.7 ～ 8 AHA-ACLS コース
H22.8.30 総合内科ミニレクチャー「診断の臨床疫学～診断の達人への道～」
H22.9.24 総合診療ウェブカンファレンス「71歳男性　発熱・倦怠感・皮疹」
H22.10.3 AHA-BL コース
H22.10.4 総合内科ミニレクチャー「診断の臨床疫学～どの結果を信じる？～」
H22.11.15 総合内科ミニレクチャー「診療の診断疫学～感度・特異の深イイ話～」
H22.12.10 医師会「女子医学生、女性研修医等をサポートするための会」
H22.12.11 AHA-BLS コース
H23.1.30 厚生労働省生涯教育推進事業　フィジカルアセスメント研修会
H23.8.27 AHA-ACLS プロバイダーコース
H23.8.28 AHA-ACLS プロバイダーコース
H23.10.30 佐賀県薬剤師会フィジカルアセスメント講習会
H24.2.25 AHA-ACLS プロバイダーコース
H24.2.26 AHA-ACLS プロバイダーコース
H24.3.4 佐賀県薬剤師会フィジカルアセスメント講習会
H24.4.22 佐賀県薬剤師会フィジカルアセスメント講習会
H24.6.2 AHA-BLS コース（但し、場所は看護学科棟）
H24.7.7 AHA-ACLS プロバイダーコース
H24.7.8 AHA-ACLS プロバイダーコース
H24.7.11 第２０回　佐賀CT・MRI セミナー
H24.8.19 佐賀県薬剤師会フィジカルアセスメント講習会
H24.8.25 区域麻酔ワークショップ
H24.9.3 国試対策画像診断セミナー
H24.9.7 国試対策画像診断セミナー
H24.9.11 国試対策画像診断セミナー
H24.9.14 国試対策画像診断セミナー
H24.11.18 佐賀県薬剤師会フィジカルアセスメント講習会
H24.11.20 第 21回　佐賀CT・MRI セミナー
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４）連携及びその他の業績
　　
①大学連携のための会議
　　ａ）‌�平成 20年 11月 6日　長崎大学医学部・歯学部附属病院　肥前の国高度医療人養成協議会
　　〈参加者：県職員 3名、医師 9名、事務員 7名〉
　　　・協議会設置の趣旨について
　　　・今後のスケジュールについて
　　　・その他
　　ｂ）平成 20年 12月 2日　佐賀大学　実務者会議
　　〈参加者：医師 4名、事務員 2名〉
　　　・長崎大学、佐賀大学間における人事交流について
　　ｃ）平成 20年 12月 15日　長崎病院検査部カンファランス室　管理運営委員会
　　〈参加者：医師 16名、事務員 5名〉
　　　・コースの募集対象者について
　　　・研修のサポート体制について
　　　・その他
　　ｄ）平成 21年 2月 17日　長崎病院　第一会議室　肥前の国高度医療人養成協議会
　　〈参加者：県職員 3名、医師 9名、事務員 8名〉
　　　・本年度の活動実績の報告について
　　　・評価委員会の報告について
　　　・ 2009年度のスケジュールについて
　　　・協議会委員の選出について
　　ｅ）平成 21年 6月 3日　佐賀病院訪問
　　〈参加者：医師 2名（佐賀大学キャリア支援室吉田先生を含む）、事務員 1名〉
　　　・長崎大学・佐賀大学と佐賀病院における人事交流について
　　ｆ）平成 21年 6月 17日　嬉野医療センター訪問
　　〈参加者：医師 2名（佐賀大学キャリア支援室吉田先生を含む）、事務員 1名〉
　　　・長崎大学・佐賀大学と嬉野医療センターにおける人事交流について
　　ｇ）平成 22年 3月 3日　2009年度「肥前の国高度医療人養成協議会」　長崎大学病院　
　　〈参加者〉県職員 1名、医師 6名、事務 10名
　　　・本年度の活動実績の報告について
　　　・来年度の活動予定について
　　　・予算について
　　　・その他
　　ｈ）平成 22年 3月 24日　肥前の国高度医療人養成評価委員会　長崎大学病院　
　　〈参加者〉医師 12名、事務 1名
　　　・本年度の評価について
　　　・本年度の活動報告について
　　　・来年度の活動予定について
　　　・その他
　　ｉ）平成 23年 2月 25日　富山大学、島根大学との 3大学実務者情報交換会　長崎大学病院　
　　〈参加者〉富山大学コーディネーター 1名、事務 3名
　　　　　　 島根大学事務 3名
　　　　　　 長崎大学コーディネーター 3名、事務 9名
　　　・各大学の現在の状況
　　　・今後の活動について
　　ｊ）平成 23年 3月 10日　平成 22年度「肥前の国高度医療人養成協議会」　長崎大学病院　
　　〈参加者〉県職員 1名、医師 5名、事務 10名
　　　・平成 22年度活動報告について
　　　・平成 23年度活動計画について
　　ｋ）平成 23年 3月 23日　平成 22年度「肥前の国高度医療人養成評価委員会」　長崎大学病院
　　〈参加者〉医師 12名、事務 4名
　　　・中間評価結果報告について
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　　　・本年度の活動報告について
　　　・来年度の活動予定について
　　　・その他
　　ｌ）平成 23年 8月 31日　琉球大学コーディネーターとのミーティング　長崎大学病院　
　　〈参加者〉琉球大学コーディネーター 1名、長崎大学コーディネーター 2名、事務 2名
　　　・本学から貴学への研修派遣に関連する情報について
　　　・貴院周辺で研修生が利用可能な宿泊施設情報
　　　・貴学から本学への研修派遣に関する情報について
　　　・人事上の取り扱い
　　　・旅費・宿泊費について
　　　・卒後臨床研修医、専門研修医の獲得戦略について意見交換
　　ｍ）平成 24年 3月 5日　平成 23年度「肥前の国高度医療人養成協議会」　長崎大学病院　
　　〈参加者〉県職員 1名、医師 10名、事務 11名
　　　・平成 23年度活動報告について
　　　・平成 24年度活動計画について
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（13）シンポジウムの開催
　１）「大学病院間の相互連携による優れた専門医等の養成」事業　最終年度シンポジウム
　　　開催日時：平成 24年 7月 6日（金）　15：00～ 17：30
　　　開催場所：長崎大学病院　シミュレーションセンター
　　　参加人数：20名（医師：15名、事務 5名）

　２）キッズセミナー　父兄対象シンポジウム
　　�　キッズセミナーに一緒に参加いただいた父兄の方に対して、医療職（主に医師・看護師）のキャ

リアの積み方についてシンポジウムを開催した。

　　　開催日時：平成 24年 8月 20日（月）　14：10～ 14：40
　　　開催場所：長崎大学医学部
　　　参加人数：12名

参加人数
平成 23年度 22名
平成 24年度 12名
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（14） スタッフ名簿
　長崎大学

　佐賀大学

　肥前の国高度医療人養成協議会名簿

氏　　名 職　　種
1 浜田　久之 医療教育開発センター長
2 安武　　亨 医療教育開発センターアドバイザー
3 小出　優史 医療教育開発センター副センター長
4 宮本　俊之 医療教育開発センター卒後研修部門長
5 小畑　陽子 医療教育開発センター医師育成キャリア支援室長
6 松島加代子 医療教育開発センター医師育成キャリア支援室指導医（H23.4.1 から）
7 宮明　寿光 医療教育開発センター医師育成キャリア支援室指導医（H23.3.31 まで）
8 浜口　大輔 医療教育開発センター医師育成キャリア支援室指導医（H21.6.1 まで）
9 田下　　博 シミュレーションセンター看護師（H22.7.1 から）
10 尾崎　信夫 臨床心理士（H24.3.31 まで）
11 平尾加奈子 医療教育開発センター医師育成キャリア支援室事務
12 村山　優貴 医療教育開発センター医師育成キャリア支援室事務
13 峯　　智美 医療教育開発センター医師育成キャリア支援室事務

氏　　名 職　　種
1 藤本　一眞 卒後臨床研修センター長（H23.4.1 から）
2 松島　俊夫 卒後臨床研修センター長（H23.3.31 まで）
3 能城　浩和 卒後臨床研修センター副センター長（H23.4.1 から）
4 小泉　俊三 卒後臨床研修センター副センター長（H23.3.31 まで）
5 江村　　正 卒後臨床研修センター副センター長
6 吉田　和代 卒後臨床研修センターキャリア支援室教育指導准教授
7 久富万智子 卒後臨床研修センターキャリア支援室教育指導助教（H21.10.1 から）
8 中村　杏子 卒後臨床研修センターキャリア支援室事務
9 内岡　信子 卒後臨床研修センターキャリア支援室事務（H21.10.1 から）

氏　　名 所　　属 職　　種
1 河野　　茂 長崎大学病院 病院長
2 宮﨑　耕治 佐賀大学医学部附属病院 病院長
3 大谷　　尚 名古屋大学 教育発達科学研究科 　教授
4 矢野　右人 長崎県 長崎県病院企業団企業長（Ｈ 23.3.31 まで）
5 米倉　正大 長崎県 長崎県病院企業団企業長（Ｈ 23.4.1 から）
6 十時　忠秀 佐賀県 佐賀県医療顧問
7 浜田　久之 長崎大学病院 医療教育開発センター長
8 安武　　亨 長崎大学病院　 医療教育開発センターアドバイザー
9 小出　優史 長崎大学病院 医療教育開発センター副センター長
10 宮本　俊之 長崎大学病院 医療教育開発センター卒後臨床研修部門長
11 小畑　陽子 長崎大学病院 医師育成キャリア支援室室長
12 松島加代子 長崎大学病院 医師育成キャリア支援室副室長
13 藤本　一眞 佐賀大学医学部附属病院 卒後臨床研修センター長
14 能城　浩和 佐賀大学医学部附属病院 卒後臨床研修センター副センター長
15 江村　　正 佐賀大学医学部附属病院 卒後臨床研修センター副センター長
16 吉田　和代 佐賀大学医学部附属病院 卒後臨床研修センター教育指導准教授
17 丸野　和年 長崎大学病院 事務部長
18 岩村　和彦 佐賀大学医学部附属病院 事務部長
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